
主な内容
姉妹都市交流事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥
弟子屈で100km歩いちゃいました！ ‥

注意！ヒグマ目撃情報が相次いでいます！‥

てしかが創生委員会・地方創生セミナー‥

第77号町議会だより第２回定例会‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「落とさないように気をつけて」
６月から７月にかけて、小・中学校、幼稚園、保育園の運動会が行わ
れました。写真は、６月14日に行われた奥春別小学校運動会での１
コマです。工夫を凝らした楽しい競技に、思わず笑みがこぼれた児
童です。

（関連記事22～23ページ）
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地域おこし協力隊の炭田晃希です

先月、華々しく

広報紙デビューさせていただきましたが

これから毎月

活動を報告させていただきます

今月は、７月４～５日に行われた

『100km歩こうよ♪大会in摩周・屈斜路2015』に

参加した体験を中心に

道外出身者の僕が見た弟子屈の魅力について

次ページから２ページにわたって

書いていきたいと思います

　
皆
さ
ん
は
『
１
０
０
km
歩
こ
う
よ
♪
大

会
in
摩
周
・
屈
斜
路
』と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
今
年
で
10
回
目
を
数
え
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
タ
イ
ト
ル
の
と
お
り「
１
０
０
㌔

歩
こ
う
」と
い
う
大
会
で
、
松
山
裕
一
実
行

委
員
長
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。厳
密
に
は

１
０
０
㌔
弱
で
は
あ
り
ま
す
が
、
川
湯
温

泉
を
ス
タ
ー
ト
し
、砂
湯
・
コ
タ
ン
を
越
え

て
道
の
駅「
摩
周
温
泉
」を
通
過
し
、
９
○

○
草
原
に
上
り
、
さ
ら
に
は
摩
周
湖
ま
で

行
き
、
川
湯
温
泉
へ
戻
る
と
い
う
ル
ー
ト

を
歩
き
通
し
ま
す
。

　
６
月
に
引
っ
越
し
て
き
て
初
め
て
こ

の
大
会
の
存
在
を
知
り
、
楽
し
そ
う
だ
な

と
思
っ
て
安
易
に
応
募
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
は
長
い
道

の
り
の
始
ま
り
で
し
た
…
。

日置市と霧島・指宿・知覧を訪ねる
～秋の鹿児島満喫４日間の旅～

姉妹都市交流事業

申し込み・問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

協力隊通信

　本町と鹿児島県日置市が姉妹都市盟約を締結してから30年あまり。これまで、中学生交流事業などさまざまな形で

友好を深めてきました。

　両市町がさらに親交を深められるよう、町民ツアーを企画しました。日置市を訪れ、市民の皆さんと交流しません

か。たくさんの申し込みをお待ちしています。

▼旅行企画／姉妹都市日置市美山窯元祭り訪問交流事業実行委員会（役場まちづくり政策課内）

　　　　　　実行委員長／德永町長

▼旅行企画・実施／東武トップツアー㈱釧路支店

▼日程／10月30日㈮～11月２日㈪の３泊４日

▼行程／下の表のとおり（役場前出発・解散）

　※10月30日は役場前から女満別空港まで、11月２日は釧路空港から役場前まで、町バスで送迎します。

▼宿泊施設

指宿温泉／指宿シーサイドホテル（和室または洋室・４人以上１室利用・２食付き）

鹿児島市／ホテル法華クラブ鹿児島（洋室・２人１室利用・朝食付き）

　※シングルルームご希望の場合は、別途1,500円かかります。

日置市／国民宿舎吹上砂丘荘（和室・２人以上１室利用・２食付き）

▼添乗員／全行程同行します。

▼旅行代金／14万円（１人あたり）

　※�町が町民の方１人当たり３万円助成します。（実質負担額11万円）

　※助成を受けるには、旅行後にレポート（感想）を提出することが要件となります。

▼募集人員／40人（最少催行人員25人）

　※申込者多数の場合は、抽選により決定します。

▼ �申込方法／役場まちづくり政策課にある申込用紙に必要事項を記載して提出してください。後日、トップツアー㈱

釧路支店から送られる振込用紙で旅行代金をお振り込みいただいて、申し込み完了となります。

　（旅行代金振込期日／９月30日㈬））

▼申込期間／８月３日㈪　９時～８月14日㈮　17時

▼ �その他

10月９日㈮以降に参加を中止する場合、キャンセル料が発生します。

途中離団、途中合流での参加は受け付けできません。

　本町と鹿児島県日置市が姉妹都市盟約を締結してから30年あまり。これまで、中学生交流事業などさまざまな形で

友好を深めてきました。

　両市町がさらに親交を深められるよう、町民ツアーを企画しました。日置市を訪れ、市民の皆さんと交流しません

か。たくさんの申し込みをお待ちしています。

▼旅行企画／姉妹都市日置市美山窯元祭り訪問交流事業実行委員会（役場まちづくり政策課内）

　　　　　　実行委員長／德永町長

▼旅行企画・実施／東武トップツアー㈱釧路支店

▼日程／10月30日㈮～11月２日㈪の３泊４日

▼行程／下の表のとおり（役場前出発・解散）

　※10月30日は役場前から女満別空港まで、11月２日は釧路空港から役場前まで、町バスで送迎します。

▼宿泊施設

指宿温泉／指宿シーサイドホテル（和室または洋室・４人以上１室利用・２食付き）

鹿児島市／ホテル法華クラブ鹿児島（洋室・２人１室利用・朝食付き）

　※シングルルームご希望の場合は、別途1,500円かかります。

日置市／国民宿舎吹上砂丘荘（和室・２人以上１室利用・２食付き）

▼添乗員／全行程同行します。

▼旅行代金／14万円（１人あたり）

　※�町が町民の方１人当たり３万円助成します。（実質負担額11万円）

　※助成を受けるには、旅行後にレポート（感想）を提出することが要件となります。

▼募集人員／40人（最少催行人員25人）

　※申込者多数の場合は、抽選により決定します。

▼ �申込方法／役場まちづくり政策課にある申込用紙に必要事項を記載して提出してください。後日、トップツアー㈱

釧路支店から送られる振込用紙で旅行代金をお振り込みいただいて、申し込み完了となります。

　（旅行代金振込期日／９月30日㈬）

▼申込期間／８月３日㈪　９時～８月14日㈮　17時

▼ �その他

10月９日㈮以降に参加を中止する場合、キャンセル料が発生します。

途中離団、途中合流での参加は受け付けできません。
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文
章
に
し
て
し
ま
え
ば
、
僕
が
歩
い
た

24
時
間
１
０
０
㌔
弱
は
大
し
た
こ
と
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
や
ス
タ

ッ
フ
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
。10
回
全
て
皆
勤
で
参
加
さ
れ

て
い
る
方
も
い
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
何
度
も
東
京
か
ら
参
加
さ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。１

０
０
㌔
ウ
オ
ー
ク（
１
０
０
㌔
を
歩
く
イ

ベ
ン
ト
）は
全
国
的
に
も
広
が
り
つ
つ
あ

り
、
本
州
や
道
内
で
も
開
催
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
僕
自
身
は
引
っ
越
し
て
き
た
勢
い
で

参
加
し
ま
し
た
が
、
他
の
方
は
わ
ざ
わ
ざ

飛
行
機
に
乗
り
、
仕
事
を
休
ん
で
北
海
道

ま
で
、
弟
子
屈
ま
で
来
て
参
加
し
ま
す
。

そ
の
理
由
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
な
と

疑
問
に
思
い
な
が
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　
思
い
切
っ
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
「
弟
子
屈
の
１
０
０
㌔

ウ
オ
ー
ク
は
同
じ
道
を
通
ら
な
い
か
ら

い
い
」「
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
の
雰
囲
気
が

い
い
」な
ど
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。確
か

に
、
同
じ
道
を
通
る
こ
と
な
く
１
０
０
㌔

の
距
離
を
稼
げ
る
弟
子
屈
は
、
本
当
に
雄

大
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。今
年
は
熊
と
の

遭
遇
例
も
多
く
、
夜
の
摩
周
湖
は
不
安
で

し
た
が
、
朝
方
の
雲
海
は
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ん
は
と
て
も
温
か
く
、
一
緒
に
歩
い
た
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
は
互
い
に
励
ま
し
合

い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。他

の
１
０
０
㌔
ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し
た
こ

と
の
な
い
僕
は
、
こ
れ
が
当
た
り
前
な
の

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
は
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。自
分
は
運
が
い

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
生
活
し
て
い
く
上
で
は
不
便
な
こ
と

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
す
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
弟

子
屈
を
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
く
れ

て
い
る
方
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
と
、
僕
と
し
て
は
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。僕
も
不
便
さ
以
上
に
魅
力
が
あ
る

と
思
っ
た
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
。

　
こ
の
大
会
は
、
完
歩
す
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。１
０
０
㌔
歩
こ

う
と
参
加
を
表
明
し
た
だ
け
で
も
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
。安
全
上
、
ゴ
ー
ル
す

る
時
間
に
制
限
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
時
間
を
競
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。15
㌔
、
30
㌔
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
も

あ
る
よ
う
で
す
。
来
年
の
第
11
回
大
会

は
、
ぜ
ひ
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
も
ス
タ
ッ

フ
や
参
加
者
と
し
て
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。僕
も
、
今
年
支
え
て
い
た

だ
い
た
恩
返
し
に
、
サ
ポ
ー
ト
部
隊
と
し

て
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
炭
田
隊
員
は
楽

し
そ
う
な
こ
と
・
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
ま

す
。協
力
隊
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
、
役
場

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
！

❏�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

　 7：00　青少年会館に集合。

　　　　 �道内だけではなく東京・大阪の大都市、さらには九

州福岡からも参加者が集う。

　　　　 �気軽な格好の自分とは対照的に、本気の格好で参

加する皆さんに圧倒される。

　 8：00　スタート。

　　　　 翌日の9：30までにゴールできればＯＫ！

　　　　 �25時間半あるので歩き切れるかな…でも、足が痛

くなるんだろうな…と不安な心持ちで僕もスタ

ートしました。

　11：00　第１チェックポイント／砂湯に到着。

　　　　 ここまで歩いた距離13.5㎞、まだまだ大丈夫。

　　　　 �練習でも歩いたし、何より前後に一緒に歩いてい

る人がいて、練習のときよりも気分が軽い！

　12：30　第２チェックポイント／屈斜路コタンに到着。

　　　　 歩行距離20.5㎞。

　　　　 軽食におにぎりと豚汁をいただく。

　　　　 �雨が降ったりやんだりと雲行きが怪しいけれど、

足はまだまだ元気。

　14：40　休憩所／札友内�寿の家に到着。

　　　　 歩行距離28.9㎞。

　　　　 補給のアイスクリームがおいしい！

　　　　 �ここからは、練習でも歩いたことない未知の領域

へ突入…。

　16：00　第３チェックポイント／道の駅摩周温泉に到着。

　　　　 歩行距離34.1㎞。

　　　　 マッサージスペースが併設されている。

　　　　 �これから暗くなることに備えて、蛍光たすきが配

られる。

　　　　 足が重たくなってきたけれど、まだ大丈夫そう。

　17：30　休憩所／最栄利別寿の家に到着。

　　　　 歩行距離41.0㎞。

　　　　 �足が痛くてペースが乱れた方たちと励まし合い

つつ、追い抜いて到着。

　　　　 �自分のペースを心がけると単独行になってしま

い、余計に疲れる気がしてきた…。

　19：00　第４チェックポイント／９○○草原に到着。

　　　　 歩行距離46.7㎞、全行程の半分を超えた！

　　　　 ストックを使っても山登りは厳しい。

　　　　 マッサージのお世話になる。

　　　　 軽食として摩周そばが振る舞われた。

　21：20　第５チェックポイント／ＪＡ摩周湖に到着。

　　　　 歩行距離53.0㎞。

　　　　 真っ暗になり、雨も降ってきて、気温も下がる。

　　　　 �歩いていると、暑いのか寒いのか分からない。

　　　　 とにかく足が痛い…。

7/4㈯

　 1：00　第６チェックポイント／摩周湖第１展望台に到着。

　　　　 歩行距離64.2㎞。

　　　　 �霧が濃くて終わりの見えない上り坂を登り続ける。

　　　　 �カニ汁に癒やされるも、脳裏にリタイヤがチラつ

き始める。

　 3：30　第７チェックポイント／摩周湖下りに到着。

　　　　 歩行距離69.1㎞。

　　　　 終盤の下りは踏ん張りがきかない。

　　　　 ついに足にマメが出来た、痛い。

　　　　 しかし、ここまで来たらリタイヤしたくない。

　　　　 転がって下れるのならば、どんなに気が楽か…。

　　　　 そんな僕たちを励ますように、摩周湖には雲海。

　　　　 屈斜路カルデラにも雲海。

　　　　 空も明るくなってきて、とてもきれい！

　 6：30　�第８チェックポイント／川湯温泉駅前交流セン

ターに到着。

　　　　 歩行距離77.7㎞。

　　　　 いよいよ最後のチェックポイントに到着。

　　　　 空はすっかり明るくなっている。

　　　　 �早くゴールして終わらせたい気持ちと、もう少し

で終わってしまうという気持ち…。

　　　　 �歩道の段差を越えることもつらい足を引きずり

ながら、そんなことを考えてしまう。

　 8：17　ゴール／青少年会館に到着。

　　　　 総歩行距離81.8㎞。

　　　　 24時間17分かけて、ついにゴール！

　　　　 最後には晴れてきて、天にも祝福されているよう！

7/5㈰

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）　https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai

美しい
雲海が
参加者を
お出迎え

ゴールは
もうすぐ

完歩を
祝って 老いも

若きも
ハンディが
ある人も
ない人も

実行委員長
松山さんが
あいさつ

みんなで
楽しく
歩くぞ！

最初は
余裕の
炭田隊員

参加者同士
励まし合い
雨模様も
何のその

マッサージ
炭田隊員も
お世話に…

完全装備で
夜通し
歩きます

協力隊通信

5　広報てしかが 2015.8 広報てしかが 2015.8　4



7　広報てしかが 2015.8 広報てしかが 2015.8　6

注意！

ヒグマ目撃情報が
相次いでいます！

問い合わせ先／役場農林課林務係☎４８２‐２９３６（課直通）

みんなが豊かで幸せなまちへ

てしかが創生委員会・地方創生セミナー てしかが
まち・ひと・しごと 創生

8/10 ㈪ 13:00

町公民館 ２階 講堂

入場無料

　「人口減少の克服」「地方創生」という大きな課題に一丸となって取り組むため、国は「まち・ひと・しごと創生本部」
を立ち上げました。各地方公共団体は、今年度中に地方創生に向けた５年間の地方版総合戦略を策定することになっ
ています。地方創生の取り組みを進めていくためには、地域の皆さんが地方創生を自分のこととしてとらえ、共感し、
協力していくことが必要です。
　町では「てしかがまち・ひと・しごと創生戦略策定推進本部（本部長／德永町長）」を中心に、弟子屈版総合戦略策定
を進めます。今後は、各分野の第一線で活躍する外部有識者の方や町民の皆さん、町内各界の関係者で構成する「てし
かが創生委員会」も立ち上げ、意見交換を重ね、オール弟子屈の総合戦略づくりを進めていきます。
　この度、第１回目の委員会とともに「地方創生セミナー」を開催し、総合戦略やまち・ひと・しごと創生法への理解を
深めます。そして、人口減少と地域経済縮小という悪循環を回避し、若い世代が結婚・出産・子育ての希望をかなえるこ
とができ、皆さんが豊かで幸せなまちになるための戦略と地方創生への道筋を考えます。
　委員会とセミナーを皆さんに公開します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

第１部　13：00～【第１回てしかが創生委員会】

▼地方創生の概要

　①地方創生のこれまでの経緯

　②本町の策定推進体制について

　③策定スケジュールについて

▼本町の人口動態と町民アンケート分析結果について

▼ �講話「てしかがまち・ひと・しごと創生に期待されること」

　　講師／藻�谷��浩�介�氏

▼ �意見交換（14：30～15：00）

第２部　18：00～20：00【地方創生セミナー】

てしかが創生委員会外部有識者の皆さんなどによるト
ークセッション

▼テーマ「私が考える地方創生と弟子屈での取り組み」

　�原��俊�彦�氏・藻�谷��浩�介�氏（以上てしかが創生委員会
外部有識者）・德永町長・創生委員の皆さんなどによる
ショートプレゼンテーション

　上記の皆さんによるトークセッション
　　　�ファシリテーター／山�田��桂一郎�氏（てしかが創生

委員会外部有識者）

原��俊�彦（はら�としひこ）氏
日本人口学会会長（札幌市立大学
デザイン学部教授）
1975年早稲田大学政治経済学部
政治学科卒業。1977～1982年フラ
イブルグ大学（ドイツ）哲学部第四
類に留学、社会学・政治学・経済政

策専攻、社会学博士取得。帰国後、㈶エネルギー総合
工学研究所（主任研究員）を経て㈱研究開発コーディ
ネーター設立（代表取締役）。1988年北海道東海大学
国際文化学部助教授、1995年同教授、2006年から現職。

藻�谷��浩�介（もたに�こうすけ）氏
㈱日本総合研究所主席研究員・㈱
日本政策投資銀行地域企画部特
任顧問・ＮＰＯ法人地域経営支援
ネットワーク理事長
1964年山口県生まれ。東京大学法
学部卒業。著書「デフレの正体」は50

万部を超えるベストセラー。「里山資本主義日本経済
は安心の原理で動く」で新書大賞’14を受賞。他の著書
に「金融緩和の罠」「しなやかな日本列島のつくり方」。
地域エコノミスト。

山�田��桂一郎（やまだ�けいいちろう）氏
ＪＴＩＣ ＳＷＩＳＳ（スイスの日本語イン
フォメーションセンター）代表
1965年三重県生まれ。弟子屈町ま
ちづくりアドバイザー、南弟子屈
地域活性化協議会アドバイザー、
総務省地域力創造のための外部

専門家、内閣府・国土交通省・農林水産省認定観光カ
リスマ、ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会理事、
和歌山大学客員教授、北海道大学客員准教授。スイ
ス・ツェルマット在住。

釧路川の調査（空撮）に伴い町道通行規制
　釧路川の調査に伴い、右図のとおり町道釧路川右岸沿線を一時通行止めとします

ので、ご理解とご協力をお願いします。釧路川の調査方法が「空撮」であることから、

安全確保のため隣接する町道の通行規制を行うものです。

▼ �規制期間・時間／規制時期は８月中です。詳細な日時が未定のため決定次第、規制

看板を設置しますので、ご確認をお願いします。規制時間は１～３時間程度です。

▼ �看板設置位置／№１看板・旧伏見歯科横　№２看板・泉地区住宅街の外れ

　　　　　　　　№３看板・南弟子屈橋付近Ｔ字交差点

❏問い合わせ先

一般財団法人北海道河川財団☎０１１‐７２９‐８１４１

㈱ドーコン☎０１１‐８０１‐１５７０

役場建設課☎４８２‐２９４１(課直通)

例年になく多い目撃情報
　５月下旬以降、町内でのヒグマの目撃情報が頻発しています。

　役場に寄せられた個体目撃・農業被害・足跡やフンの目撃などの件数を合計すると74件（７月23日現在）。前年同期が

11件、2014年度全体でも24件だったことを考えると、かなり多いことが分かります。

今年の特徴
　目撃情報全体の半分以上を占めるのが、国道391号のうち川湯駅前地区南側の道道の交差点付近から美留和処理場

へ向かう町道との交差点付近の間、約３キロ区間での出没です。後日通報も含めると同じ日に５回の目撃情報が寄せ

られる事案や、住宅密集地への出没事案（屈斜路コタンの住宅地に３回、川湯市街に２回）も発生しています。

　ヒグマは本来、山の中で生活するはずの動物です。人間が生活する地域にこれだけ出没するようになったという記

録は、町内ではこれまで確認されていません。関係機関が一丸となって最大限の努力を日夜続けていますが、出没な

どの目撃回数は日を追うごとに増加しています。

あなたにできること
　人間がヒグマと接触することを防ぐために、皆さんができることがたくさんあります。

▼ごみ処理の工夫
　燃やせるごみは、決められた日（収集日）の朝までは家の中で保管する。

　　（収集日以前に出すと、夜間や早朝のヒグマの出没につながってしまいます）

　生ごみの臭いが漏れないように、ごみ袋の上部はしっかり縛る。

　ごみ箱のふたは、しっかり閉める。

　ヒグマ出没地域周辺でのコンポストの使用は控える。

▼山林へなるべく入らない
　やむをえず入林するときは、家族などに行き先・帰宅時刻を伝える。

　単独行動はしない。

　鈴やラジオなど音の出るものや、ヒグマ撃退用スプレーを携行する。

▼ポイ捨ては絶対に「しない」「させない」
　�ジュースなどの空き容器やお弁当の食べ残しなどは、ヒグマをはじめとする野生動物にとって格好のごちそう

です。ヒグマを誘う原因となるものを置くと、ヒグマを人間の領域に近づけてしまいます。ポイ捨ては絶対にや

めましょう。

▼ヒグマに餌を与えない
　�観光客が町内でヒグマに餌をあげようとした場面を目撃した方がいます。危険極まりない行為ですので、ぜった

いにしないでください。

　万が一、ヒグマを見てしまった場合は、速やかに弟子屈警察署（☎４８２‐２１１０）か役場農林課へ通報してくだ

さい。通報は自分自身の身を守るということだけではなく、情報を地域の皆さんや関係機関と共有することで、地域

の皆さんをヒグマから守ることにつながりますす。

例年になく多い目撃情報
　５月下旬以降、町内でのヒグマの目撃情報が頻発しています。

　役場に寄せられた個体目撃・農業被害・足跡やフンの目撃などの件数を合計すると74件（７月23日現在）。前年同期が

11件、2014年度全体でも24件だったことを考えると、かなり多いことが分かります。

今年の特徴
　目撃情報全体の半分以上を占めるのが、国道391号のうち川湯駅前地区南側の道道の交差点付近から美留和処理場

へ向かう町道との交差点付近の間、約３キロ区間での出没です。後日通報も含めると同じ日に５回の目撃情報が寄せ

られる事案や、住宅密集地への出没事案（屈斜路コタンの住宅地に３回、川湯市街に２回）も発生しています。

　ヒグマは本来、山の中で生活するはずの動物です。人間が生活する地域にこれだけ出没するようになったという記

録は、町内ではこれまで確認されていません。関係機関が一丸となって最大限の努力を日夜続けていますが、出没な

どの目撃回数は日を追うごとに増加しています。

あなたにできること
　人間がヒグマと接触することを防ぐために、皆さんができることがたくさんあります。

▼ごみ処理の工夫
　燃やせるごみは、決められた日（収集日）の朝までは家の中で保管する。

　　（収集日以前に出すと、夜間や早朝のヒグマの出没につながってしまいます）

　生ごみの臭いが漏れないように、ごみ袋の上部はしっかり縛る。

　ごみ箱のふたは、しっかり閉める。

　ヒグマ出没地域周辺でのコンポストの使用は控える。

▼山林へなるべく入らない
　やむをえず入林するときは、家族などに行き先・帰宅時刻を伝える。

　単独行動はしない。

　鈴やラジオなど音の出るものや、ヒグマ撃退用スプレーを携行する。

▼ポイ捨ては絶対に「しない」「させない」
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　�観光客が町内でヒグマに餌をあげようとした場面を目撃した方がいます。危険極まりない行為ですので、ぜった
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9　広報てしかが 2015.8 広報てしかが 2015.8　8

◎�

平
成
26
年
度
一
般
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計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

（
報
告
第
５
号
）

　

平
成
26
年
度
に
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業

が
、
時
期
的
に
年
度
内
で
の
執
行
が
不
可

能
な
た
め
翌

年
度
に
繰
り

越
し
、
そ
の

金
額
が
確
定

し
た
こ
と
に

よ
る
報
告
。

　

今
回
繰
り

越
し
た
事
業

は
、
平
成
26

年
度
の
国
の

補
正
予
算
で

事
業
採
択
と

な
っ
た
地
域

活
性
化
・
地

域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交

◆わたしたちの町議会てしかが

◎�

町
税
条
例
及
び
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て（
報
告
第
３
号
）

　

地
方
税
法
、同
施
行
令
、同
施
行
規
則
改

正
に
伴
う
町
税
条
例
の
所
要
の
規
定
の
整

理
、
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

と
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
新

設
、
原
動
機
付
自
転
車
や
２
輪
車
な
ど
の

軽
自
動
車
税
率
引
き
上
げ
の
１
年
間
延

長
、
町
た
ば
こ
税
に
お
け
る
旧
３
級
品
特

例
税
率
の
廃
止
な
ど
。

◎�

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
報
告
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出

予
算
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
６
千

27
万
３
千
円

減
額
し
、
総

額
を
１
０
８

億
１
千
46
万

３
千
円
と
し

た
。
歳
入
の

主
な
も
の
は

地
方
交
付
税

な
ど
の
確
定

審
議
の
あ
ら
ま
し

専
決
処
分
の
報
告

に
伴
う
増
減
分
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
各

基
金
へ
の
積
み
立
て
や
事
業
確
定
に
よ
る

減
額
分
な
ど
。

補　

正　

予　

算

　６月10日招集の第２回定例会は12日までの３日間の会期で行われた。町からの提出議案とし
て、専決処分事項の報告など６件、平成27年度補正予算２件を審議し、それぞれ可決した。一般
質問については、６人から12問が行われ、町への提案を含む活発な議論が行われた。

　　　　　　　区　分
　会　計　名 補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 77億1,328万2,000円 △1,741万4,000円 76億9,586万8,000円

下 水 道 事 業 ４億3,828万8,000円 △924万4,000円 ４億2,904万4,000円

合　計 81億5,157万円 △2,665万8,000円 81億2,491万2,000円

平成27年度各会計補正予算

専決処分（せんけつしょぶん）の報告
　専決処分とは、本来、議会の議決を経な
ければならない事柄について、市町村長が
議会に代わって自ら意思決定を行うこと
をいう。ただし、専決処分した場合は、次の
議会において報告し、承認を求めなければ
ならない。（地方自治法第179条）

繰越明許費（くりこしめいきょひ）
　地方公共団体の予算は、会計年度独立の原則により、毎年度
の歳出（支出）はその年度の歳入（収入）をもって充て、これを翌
年度に繰り越して使うことができない。しかし、特別の事情に
よって年度内に事業が完了することができない場合、会計年
度独立の原則の例外として、予算で定めて翌年度に繰り越し
て経費の支出ができることとしている。（地方自治法第213条）

繰
越
明
許
費
の
報
告

付
金
の
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
事

業
な
ど
３
事
業
。繰
越
額
の
合
計
は
６
千

３
０
５
万
７
千
円
で
、財
源
の
内
訳
は
、特

定
財
源
の
う
ち
既
収
入
分
が
５
千
２
７
０

万
５
千
円
、
未
収
入
分
は
道
費
が
２
５
０

万
円
、地
方
債
が
７
２
０
万
円
。一
般
財
源

が
65
万
２
千
円
。

損　

害　

賠　

償

◎
議
案
第
38
号

　

４
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
発
生
し

た
暴
風
に
よ
り
、教
員
住
宅（
泉
２
丁
目
）の

屋
根
ト
タ
ン
が
剥
が
れ
、
近
く
に
駐
車
し

て
い
た
車
両
に
接
触
、
損
傷
さ
せ
た
こ
と

に
よ
る
損
害
を
賠
償
す
る
も
の
。賠
償
額

は
、
全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
か

ら
全
額
給
付
を
受
け
る
。

�

損
害
賠
償
額
／
22
万
８
千
９
６
０
円

◎
議
案
第
39
号

　

２
月
28
日
、中
央
１
丁
目
で
、除
雪
業
務

の
委
託
業
者
が
除
雪
作
業
中
に
除
雪
車
を

後
退
さ
せ
た
際
、
後
方
に
駐
車
し
て
い
た

車
両
と
衝
突
し
、
フ
ロ
ン
ト
部
分
を
損
傷

さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
を
賠
償
す
る
も

の
。賠
償
額
は
、全
国
自
治
協
会
公
有
物
件

災
害
共
済
か
ら
全
額
給
付
を
受
け
る
。（
町

か
ら
の
貸
与
車
両
に
よ
る
事
故
で
あ
り
、

町
が
保
険
加
入
し
て
い
た
た
め
、
町
が
損

害
を
賠
償
す
る
こ
と
と
な
る
）

　

な
お
、損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
、会
期
中

に
特
別
委
員
会
を
設
置
。審
査
し
、原
案
の

と
お
り
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決
し
た
。
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の
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名
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争
入
札
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し
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次
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財
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す
る
も
の
。


財
産
名
／
除
雪
ド
ー
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１
台

�

取
得
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／
１
千
７
４
３
万
１
千
２
０

　

０
円

�

取
得
先
／
コ
マ
ツ
道
東
㈱
釧
路
支
店


納
入
期
限
／
平
成
27
年
11
月
30
日

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
即

時
、予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
。委
員
会
で

の
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本
会
議
に
報
告

の
後
、可
決
さ
れ
た
。

※
補
正
予
算
の
額
は
下
の
表
の
と
お
り
。
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出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
千
７

４
１
万
４
千
円
減
額
し
、
総
額
を
76
億
９

千
５
８
６
万
８
千
円
と
し
た
。歳
入
の
主

な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
と
町
債
の
減
額

や
諸
収
入
の
増
額
な
ど
。歳
出
で
は
、社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
の
増
額（
３
２
１

万
５
千
円
）、弟
子
屈
町
産
ワ
イ
ン
・
和
牛
発

表
会
開
催
実
行
委
員
会
補
助（
50
万
円
）、林

道
整
備
事
業
の
増
額（
１
千
４
０
１
万
５

千
円
）、摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
外
壁
改

修
調
査
設
計
業
務（
４
３
２
万
円
）、４
月
１

日
付
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
調
整

分
、
26
年
度
繰
越
事
業
実
施
分
の
重
複
予

算
に
係
る
減
額
な
ど
を
計
上
。

◎�

下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）議
案

第
42
号

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９
２
４

万
４
千
円
減
額
し
、
総
額
を
４
億
２
千
９

０
４
万
４
千
円
と
し
た
。歳
入
は
繰
入
金

の
減
額
、
歳
出
は
職
員
給
与
費
な
ど
の
減

額
で
、歳
入
歳
出
を
調
整
。

現在、外壁を改修中の摩周観光文化センター

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　髙橋�正秀
　　副委員長　高砂�弥生
　　委　　員　鈴木�繁　岩﨑�義人
　　　☎４８２‐２６９５
　　　メール�gikai@town.teshikaga.hokkaido.jp
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各
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

公
共
事
業
を
受
注
し
た
企
業
が
雇

用
し
て
い
る
季
節
労
働
者
の
各
種

法
定
保
険
の
加
入
状
況
は
。

雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
の
加

入
状
況
を
記
載
し
た
書
類
で
加

入
を
確
認
し
た
業
者
を
指
名
。さ
ら
に
、作

業
員
名
簿
の
提
出
を
求
め
、加
入
を
確
認
。

問
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

執
行
途
中
だ
が
、必
要
な
部
分
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

問答季
節
労
働
者
の
法
定
保
険
の

加
入
状
況
に
つ
い
て

答

解
体
工
事
費
と
補
助
金
の
総
額
は

い
く
ら
か
。

解
体
工
事
は
１
億
１
千
５
５
０
万

円
、
ほ
か
に
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
に
７
千
万
円
で
総
額
１
億
８
千
５
５
０

万
円
。こ
れ
に
対
す
る
補
助
金
の
総
額
は

１
億
95
万
２
千
円
の
見
込
み
。

問
当
初
予
算
で
計
上
し
た
事
業
の
う

ち
、
６
月
議
会
で
減
額
補
正
し
た

総
額
は
い
く
ら
か
。ま
た
、復
活
の
見
通
し

は
。

補
助
金
ベ
ー
ス
で
約
１
億
８
千
３

０
０
万
円
の
減
額
。引
き
続
き
要

望
す
る
が
、見
通
し
は
か
な
り
厳
し
い
。

問答答 補
助
金
の
減
額
に
つ
い
て

増
築
計
画

と
５
月
の

入
り
込
み
数
の
対

前
年
比
は
。

売
り
場
面

積
45
平
方

㍍
程
度
の
増
築
を
考
え
て
い
る
。今
年
５

月
の
入
り
込
み
数
は
３
万
６
千
４
８
４
人

で
、前
年
同
月
比
８
千
１
２
６
人
の
増
。

答 問

緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て

道の駅摩周温泉の今後は

　

北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
議
員
研
修

会
が
７
月
７
日
、
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
本

町
議
会
議
員
も
参
加
し

た
。

　

中
央
大
学
名
誉
教

授
・
今
村
都
南
雄
氏
が

「
地
方
議
会
を
取
り
巻

く
最
近
の
動
向
」、
テ
レ

ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
・
川
村
晃
司
氏
が

「
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政

治
動
向
」と
題
し
て
そ
れ

ぞ
れ
講
演
を
行
い
、
興

味
深
く
聴
き
入
っ
た
。

北海道町村議会議員研修会
地方議会や政治の動向について学ぶ

講演を行う川村晃司氏

旧
老
人
ホ
ー
ム
の
解
体
費
と

補
助
金
に
つ
い
て

建
設
起
債
の
額
と
償
還
方
法
は
。

問 老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
費
償
還

に
つ
い
て

起
債
は
過
疎
債
を
予
定
し
て
お

り
、総
額
24
億
８
千
７
６
０
万
円
。

交
付
税
算
入
が
70
％
で
、
残
り
30
％
の
７

億
４
千
６
０
０
万
円
を
12
年
間
で
償
還
。

問道
の
駅
の
増
築
と
入
り
込
み

に
つ
い
て

現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

一
部
く
ぼ
地
が
あ
り
、
地
面
の
乾

燥
を
待
っ
て
整
備
に
向
け
取
り
組

む
。答 問 町

営
球
場
の
駐
車
場
整
備
に

つ
い
て

桜
ヶ
丘
森
林
公
園
と
草
原
の
森
の

今
後
に
つ
い
て
。

桜
ヶ
丘
森
林
公
園
は
、
処
分
制
限

期
間
を
過
ぎ
る
ま
で
は
キ
ャ
ン

プ
場
を
含
め
現
状
維
持
。草
原
の
森
は
老

朽
化
、腐
食
が
著
し
く
、利
用
者
も
極
端
に

少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
廃
止
の
方
向
で
道

と
の
協
議
が
整
っ
た
。

問答 公
園
管
理
に
つ
い
て

一
般
質
問

問　

�

わ
が
町
の
防
災
・
後
方
支
援
に
関
す
る
考
え
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

 

答　

今
後
も
近
隣
町
村
と
の
相
互
連
携
を
図
っ
て
い
く

鈴�

木　
　

�

繁　

議
員

一
般
質
問

東
日
本
大
震
災
以
降
、
公
共
施
設

整
備
、防
災
マ
ッ
プ
、防
災
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
隣
町
村
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。千

島
海
溝
周
辺
巨
大
地
震
か
ら
４
０
０
年
が

過
ぎ
、
国
も
被
害
想
定
に
着
手
し
た
と
報

道
が
さ
れ
て
い
る
。大
津
波
の
被
害
を
受

け
に
く
い
わ
が
町
は
、
後
方
支
援
を
考
え

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。町
内
宿
泊
施

設
を
緊
急
避
難
施
設
に
認
定
し
、
施
設
の

耐
震
化
、
危
険
家
屋
の

解
体
な
ど
の
補
助
、
支

援
体
制
を
国
や
道
に
強

く
要
望
す
べ
き
と
考
え

る
が
、所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

近
隣
町
村
と
の

問

連
携
に
つ
い
て
は「
釧
路
管
内
８
市
町
村

防
災
協
定
」に
よ
り
職
員
の
派
遣
、支
援
物

資
、
一
次
収
容
施
設
の
提
供
な
ど
に
つ
い

て
締
結
し
て
い
る
。ま
た「
釧
路
地
域
防
災

備
蓄
整
備
方
針
」に
お
い
て
、
備
蓄
、
調
達

体
制
と
の
整
合
性
を
図
り
、
整
備
に
努
め

て
い
る
。さ
ら
に
、広
域
応
援
体
制
と
し
て

備
蓄
情
報
の
共
有
の
ほ
か
、
被
災
者
の
一

次
収
容
施
設
、
応
援
物
資
受
け
入
れ
施
設

な
ど
と
し
て「
広
域
支
援
拠
点
施
設
」を
選

定
し
て
お
り
、
今
後
も
近
隣
町
村
と
の
相

互
連
携
を
図
っ
て
い
く
。避
難
施
設
と
し

て
の
民
間
宿
泊
施
設
な
ど
の
活
用
に
つ
い

て
は
、検
討
を
進
め
る
。な
お
、耐
震
強
化
、

危
険
家
屋
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
補
助
制

度
の
拡
充
の
要
望
と
併
せ
、
災
害
時
の
避

難
施
設
の
観
点
か
ら
補
助
制
度
の
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

答

問　

�

本
町
に
お
け
る
Ａ
Ｍ
放
送
難
聴
地
域
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

 

答　

技
術
革
新
と
補
助
制
度
を
見
極
め
、進
め
る

本
町
の
地
域
は
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の

受
信
が
悪
く
、
災
害
時
に
お
け
る

情
報
伝
達
手
段
で
あ
る
同
報
系
町
村
防
災

行
政
無
線
も
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い

現
状
で
あ
る
。本
町
は
活
火
山
で
あ
る
ア

ト
サ
ヌ
プ
リ
を
有
し
、
自
然
災
害
が
発
生

す
る
確
率
は
極
め
て
高
い
地
域
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
情
報
伝
達
は
ラ

ジ
オ
が
82
％
で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
か
ら

問

も
、
本
町
の
難
聴
改
善
政
策
は
急
務
と
考

え
る
。現
在
、光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
活
用
し
た

「
Ｆ
Ｍ
ギ
ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
方
式
」と
い
う

安
価
な
シ
ス
テ
ム
が
発
案
さ
れ
、
今
秋
に

は
補
助
制
度
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の

情
報
も
あ
り
、
町
民
と
観
光
客
の
安
心
と

安
全
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、町
長
の
所
見
を
伺
う

副
町
長
答
弁

川
湯
・
屈
斜
路
地
区
は
、Ａ
Ｍ
放
送

を
Ｆ
Ｍ
波
に
変
換
し
て
送
信
す
る
整
備
を

平
成
28
年
度
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
行
う
。東
日
本
大
震
災
の
例
で
も
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
に
ラ
ジ
オ
が
有
効
な

手
段
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し
て
お

り
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
、
町
民
や
旅
行
者
の
安
全
に

努
め
る
。情
報
伝
達
の
技
術
革
新
に
合
わ

せ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
と
協
議
し
、補
助
制
度

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

答

鈴�

木　

康�
弘　

議
員

一
般
質
問

自然災害に備えてＡＭラジオ放送難聴の解消を

後方支援を含めた防災体制の整備を
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◆わたしたちの町議会てしかが

問　

屈
斜
路
湖
の
漁
業
権
取
得
に
つ
い
て

 

答　

１
日
も
早
い
漁
業
権
取
得
の
努
力
を
す
る

屈
斜
路
湖
の
漁
業
の
経
緯
で
あ
る

が
、１
９
２
７（
昭
和
２
）年
に
屈
斜

路
湖
漁
業
組
合
が
設
立
さ
れ
た
が
、
１
９

３
８（
昭
和
13
）年
の
屈
斜
路
湖
地
震
の
影
響

で
ほ
と
ん
ど
の
魚
類
が
死
滅
し
た
こ
と
に

よ
り
、１
９
５
４（
昭
和
29
）年
に
組
合
は
解

散
と
な
っ
た
。そ
の
後
、ウ
グ
イ
・
ヒ
メ
マ
ス

問

な
ど
の
放
流
事
業
を
継
続
し
、
現
在
で
は

ワ
カ
サ
ギ
・
ア
メ
マ
ス
な
ど
多
く
の
魚
類
が

生
息
し
て
い
る
。近
年
で
は
２
万
人
を
超

え
る
遊
漁
者
が
来
町
し
、
本
町
経
済
に
も

好
影
響
を
も
た
ら
す
一
方
、資
源
の
枯
渇
、

自
然
環
境
破
壊
が
危
惧
さ
れ
る
実
態
も
あ

る
。自
然
遺
産
で
あ
る
屈
斜
路
湖
の
適
正

利
活
用
と
保
全
に
向
け
た
考
え
方
と
し

て
、漁
業
権
取
得
が
必
要
と
考
え
る
が
、町

長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

１
９
６
８（
昭
和
43
）年
か
ら
の
行

政
・
民
間
有
志
に
よ
る
放
流
活
動
と
、湖
の

水
質
の
中
性
化
に
よ
り
、
国
内
で
も
類
い

ま
れ
な
自
然
環
境
を
有
す
る
湖
と
な
っ

た
。知
名
度
も
上
が
り
、多
く
の
釣
り
人
が

訪
れ
る
。し
か
し
、網
な
ど
を
使
っ
た
密
漁

行
為
や
動
力
船
の
増
加
に
よ
る
乱
獲
、
湖

水
の
汚
染
な
ど
も
危
惧
さ
れ
る
。漁
業
権

取
得
に
つ
い
て
は
、
漁
業
法
と
水
産
業
協

同
組
合
法
に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。北
海
道
水
産
課
・
内
水
面

漁
場
管
理
委
員
会
と
も
協
議
を
行
い
、
近

隣
の
漁
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
１
日
も

早
い
漁
業
権
の
取
得
を
通
し
て
、
資
源
保

護
と
屈
斜
路
湖
の
適
正
利
用
に
つ
な
げ
て

い
く
よ
う
努
力
す
る
。

屈斜路湖の適正利用に向けた取り組みを

答

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
本
年
４

月
に
改
正
。控
除
額
が
約
２
倍
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
納
税
時
に
手
続
き
を
取

る
こ
と
に
よ
り
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く

な
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
制
度
に
改
め

ら
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
利
用
す
る
方
が
増
え
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。従
来
か
ら
、謝
礼
品
に
よ
っ
て
納

税
先
を
決
め
る
傾
向
と
さ
れ
て
い
る
。本

町
に
お
い
て
も
２
品
目
の
組
み
合
わ
せ
で

贈
呈
し
て
い
る
が
、品
数
も
少
な
く
、金
額

も
一
般
よ
り
低
め
の
設
定
と
思
わ
れ
る
。

問

商
工
会
が
特
産
品
認
定
制
度
を
新
設
し
、

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
促
進
の
後
押
し
を

行
っ
て
い
る
。寄
附
金
の
謝
礼
品
に
こ
れ

ら
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
謝
礼
品
の
品
数

を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

先
に
選
ば
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

副
町
長
答
弁

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は「
自
ら
が
思

う
、ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、応
援
し
た

い
」と
の
思
い
を
、寄
附
と
い
う
形
で
表
す

も
の
と
考
え
る
。し
か
し
、特
産
品
で
選
ば

れ
る
と
い
う
の
も
現
実
で
あ
る
。今
後
、納

入
方
法
の
簡
素
化
や
多
様
化
と
と
も
に
謝

礼
品
に
関
し
て
も
種
類
を
増
や
し
、
金
額

に
応
じ
て
選
べ
る
仕
組
み
を
商
工
会
や
農

協
と
連
携
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
効

果
も
狙
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。併

せ
て
、
寄
附
後
の
フ
ォ
ロ
ー
や
目
的
の
明

確
化
も
図
る
こ
と
に
よ
り
、
寄
附
者
の
賛

同
を
得
て
い
き
た
い
。

答

岩�

﨑　

義�

人　

議
員

一
般
質
問

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

 

答　

 

経
済
効
果
も
狙
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

より多くの方にふるさと納税を利用していただくために

問　

�

公
共
事
業
予
算
執
行
の
見
通
し
に
つ
い
て

 

答　

要
望
額
に
対
し
て
１
億
６
千
８
７
７
万
円
の
減

小�

川　

義�

雄　

議
員

一
般
質
問

27
年
度
予
算
案
は
３
月
議
会
で
承

認
さ
れ
執
行
中
で
あ
る
が
、
公
共

事
業
関
連
は
全
て
計
画
ど
お
り
実
行
さ
れ

問

る
の
か
。そ
れ
と
も
、国
の
交
付
金
な
ど
の

削
減
に
よ
り
、
各
事
業
の
大
幅
縮
小
に
な

る
の
か
伺
う
。ま
た
、各
課
ご
と
の
長
寿
命

化
事
業
を
含
む
工
事
名
、事
業
費
、件
数
の

内
訳
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

町
長
答
弁

道
路
改
良
事
業
３
本
、

別
43
号

線
防
雪
事
業
な
ど
の
安
全
対
策
事
業
３

本
、
橋
の
長
寿
命
化
事
業
１
本
、
公
園
長

寿
命
化
事
業
、
公
営
住
宅
建
替
事
業
、
下

水
道
整
備
事
業
を
含
め
た
合
計
要
望
額

４
億
１
千
１
６
８
万
円
に
対
し
て
２
億
４

千
２
９
１
万
円
の
配
分
で
、
約
40
％
の
減

額
で
あ
る
。予
算
の
復
活
に
向
け
て
、町
村

会
と
し
て
与
野
党
に
対
し
て
強
力
に
要
請

を
し
た
い
。ま
た
、27
年
度
予
算
確
保
に
向

け
て
北
海
道
と
本
町
が
連
携
し
な
が
ら

行
っ
て
き
た
が
、
大
幅
な
事
業
縮
小
と
な

り
、
町
民
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
と
な
る
の
で
、
こ
う
し
た
情
報
を
広

報
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

答

今年度の公共事業の見通しは

問　

町
道
な
ど
の
植
栽
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て

 

答　

摩
周
踏
切
の
前
後
の
植
栽
ま
す
な
ど
の
改
修
に
着
手

町
の
街
路
事
業
に
伴
い
、
道
路
左

右
の
植
栽
ま
す
を
含
め
た
と
こ
ろ

に
広
葉
樹
、針
葉
樹
、ツ
ツ
ジ
な
ど
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
。年
数
の
経
過
に
よ
り
樹
木

の
成
長
が
早
い
た
め
、
弟
子
屈
市
街
地
の

中
で
通
勤
、通
学
、車
の
安
全
確
認
や
除
雪

に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
受
け

ら
れ
る
。加
え
て
、湯
の
島
公
園
線
の
横
に

設
置
さ
れ
て
い
る
排
水
路
の
流
れ
が
悪
い

の
で
早
急
に
補
修
す
べ
き
と
思
う
が
、
所

見
を
伺
う
。

町
長
答
弁

除
雪
時
に
支
障
に
な
っ
た
箇
所
の

問

歩
道
や
周
囲
の
形
状
、
幅
員
な
ど
を
調
査

し
、植
栽
ま
す
の
改
修
、全
て
の
樹
木
の
撤

去
で
は
な
く
最
小
限
、支
障
と
な
る
樹
木
に

つ
い
て
現
段
階
の
予
算
の
範
囲
内
で
せ
ん

定
な
ど
の
維
持
管
理
を
実
施
。今
後
は
年
次

計
画
を
定
め
、継
続
的
に
改
修
す
る
。冬
季

の
除
雪
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
安
全
上
も

視
野
に
入
れ
、
今
後
も
実
施
し
て
い
き
た

い
。今
年
度
は
、通
学
路
で
支
障
に
な
っ
て

い
る
摩
周
踏
切
前
後
の
植
栽
ま
す
な
ど
に

つ
い
て
改
修
す
る
予
定
。湯
の
島
公
園
線

と
並
行
に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
路
は
劣
化

や
腐
食
が
激
し
く
、
流
水
に
支
障
を
来
し

て
い
る
の
で
、可
能
な
限
り
改
修
す
る
。

答

通学などの支障になっている植栽ますを改修
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問　

選
挙
事
務
の
見
直
し
に
向
け
て

 

答　

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る

期
日
前
投
票
制
度
は
年
々
定
着
し

て
き
て
お
り
、
昨
年
12
月
の
衆
議

院
議
員
選
挙
で
の
期
日
前
投
票
率
は
16
・

59
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。人
口
減
や
高

齢
化
の
状
況
下
に
お
い
て
、
有
権
者
の
少

な
い
投
票
区
に
つ
い
て
は
投
票
時
間
の
繰

り
上
げ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。本
町
の

投
票
所
は
現
在
15
カ
所
で
あ
る
が
、
全
道

的
に
は
平
成
９
年
と
比
較
し
て
３
７
６
カ

所
の
減
で
あ
る
。国
民
の
権
利
で
あ
る
投

票
権
行
使
の
た
め
、
バ
ス
な
ど
で
の
送
迎

の
方
法
も
考
え
な
が
ら
、
投
票
所
の
統
廃

合
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。選
挙
管
理
委

問

員
会
の
中
で
各
制
度
の
見
直
し
に
向
け
て

協
議
す
べ
き
と
思
う
が
、所
見
を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
長
答
弁

釧
路
管
内
の
対
応
状
況
は
開
閉

時
間
を
遅
ら
せ
て
い
る
所
が
１
町
、
閉
所

時
間
を
早
め
て
い
る
所
は
本
町
を
除
く
全

市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。本
町
に
お
け

る
投
票
所
の
統
廃
合
は
過
去
に
１
カ
所
を

減
ら
し
た
。い
ず
れ
に
し
て
も
閉
所
時
間

と
投
票
所
の
統
廃
合
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
十
分
把
握
し
た

中
で
検
討
す
る
。

選挙事務の見直しを

答

問　

本
町
の
６
次
産
業
の
推
進
状
況
と
実
態
に
つ
い
て

 

答　

地
域
の
活
性
化
に
６
次
産
業
化
を
活
用
す
る

国
は
、
農
林
水
産
業
者
に
加
工
、

販
売
な
ど
の
参
入
を
促
し
、
事
業

や
地
方
自
治
体
を
活
性
化
さ
せ
る
目
的
で

「
６
次
産
業
化
法
」を
２
０
１
１
年
３
月
に

施
行
し
た
。本
町
で
の
実
態
と
、行
政
指
導

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
を
伺
う
。

町
長
答
弁

国
は
、
農
林
水
産
業
な
ど
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
食
料
自
給
率
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
地
域
資
源

を
活
用
し
た
農
林
水
産
業
者
な
ど
に
よ
る

新
事
業
の
創
出
と
地
域
農
林
水
産
物
の
利

用
促
進
に
関
す
る
法
律（
６
次
産
業
化
・
地

産
地
消
法
）」を
制
定
し
た
。北
海
道
で
認
定

を
受
け
た
業
者
の
件
数
は
、
農
畜
産
物
関

係
１
０
４
件
、林
産
物
関
係
４
件
、水
産
物

関
係
３
件
で
あ
る
。釧
路
管
内
は
釧
路
市

２
件
、
標
茶
町
１
件
、
本
町
１
件
の
４
件
。

根
室
管
内
は
根
室
市
１
件
、
標
津
町
１
件

の
２
件
で
あ
る
。こ
の
事
業
を
活
用
す
る

に
は
総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
が
必
要
。

事
業
主
体
が
農
業
者
、農
協
な
ど
で
、自
ら

生
産
し
た
も
の
を
原
材
料
と
し
て
加
工

販
売
を
行
い
、
対
象
商
品
が
５
年
計
画
で

５
％
の
成
長
を
見
せ
、
さ
ら
に
計
画
の
黒

字
化
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
難
し
い
面
も

あ
る
。本
年
２
月
、町
で
根
釧
酪
農
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
た
が
、
そ
の
視
点
の
一
つ
が

「
６
次
産
業
化
」の
分
野
で
の
取
り
組
み
で

あ
る
。町
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
６
次
産
業
化
に
取
り
組

む
農
業
者
に
対
す
る
相
談
や
情
報
提
供
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。 答

農業における６次産業化の推進を

問

問　

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

 

答　

 

今
年
度
中
に
全
体
方
針
と
行
動
計
画
を
策
定

舘　

�　

忠�

良　

議
員

一
般
質
問

町
内
公
共
施
設
の
危
険
度
調
査
と

し
て
の
総
合
点
検
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、建
築
物
の
耐
用
年

数
は
50
年
程
度
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町

の
長
寿
命
化
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
伺
う
。

町
長
答
弁

高
度
経
済
成
長
期
や
人
口
増
加
期

に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
の
老

朽
化
が
急
速
に
進
み
、
全
国
的
に
安
全
性

へ
の
懸
念
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
財
政
負

担
の
増
大
も
危
惧
さ
れ
る
。人
口
減
少
な

問

ど
も
あ
り
、
早
急
に
公
共
施
設
の
全
体
状

況
を
把
握
し
、長
期
的
視
点
で
更
新
、統
廃

合
、
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ

と
で
財
政
負
担
の
軽
減
、
平
準
化
す
る
必

要
が
あ
る
。危
険
度
調
査
と
し
て
、屈
斜
路

研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど
対
象
と
な
る
15
施
設

に
お
い
て
、
建
築
基
準
法
に
規
定
さ
れ
た

定
期
検
査
を
毎
年
、
専
門
業
者
に
委
託
し

て
い
る
。ま
た
、学
校
を
含
む
大
型
公
共
施

設
の
耐
震
改
修
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
。

建
築
物
で
30
年
以
上
経
過
は
２
０
５
件
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
耐
用
年
数
50
年

程
度
の
建
築
物
は
54
件
。公
共
施
設
等
管

理
計
画
は
、
平
成
28
年
末
ま
で
の
策
定
が

国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。人
口
減
少
下

に
お
い
て
、
公
共
施
設
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
老
朽
化
対
策
の
方
針
、
統
廃
合
な

ど
を
講
じ
る
た
め
に
、
今
年
度
中
に
全
体

方
針
と
行
動
計
画
を
策
定
す
る
。計
画
策

定
は
、
長
寿
命
化
計
画
や
財
政
と
の
整
合

性
を
図
り
、
町
民
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら

進
め
た
い
。

毎年、定期検査が行われる屈斜路研修センター

問　

代
休
な
ど
の
消
化
状
況
に
つ
い
て

 

答　

諸
課
題
に
つ
い
て
十
分
検
討
を
加
え
る

土
・
日
曜
日
、祝
日
に
日
直
当
番
や

行
事
な
ど
の
公
務
の
た
め
に
出
勤

し
た
場
合
、
代
休
を
取
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
各
課
に
お
け
る
平
成
25
年
度
か
ら
26

年
度
分
の
代
休
の
消
化
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。日
直
を
担
当
す
る
職
種
の
範
囲
と
各

課
の
年
休
の
取
得
状
況
、
消
化
に
向
け
て

今
後
の
対
策
を
伺
う
。加
え
て
、日
直
体
制

を
業
者
委
託
す
る
方
向
で
検
討
で
き
な
い

か
。ま
た
、保
育
士
を
日
直
担
当
か
ら
除
外

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

問

副
町
長
答
弁

25
年
度
代
休
消
化
率
は
52
・
47
％
、

26
年
度
は
38
・
60
％
。土
・
日
曜
日
、祝
日
の

勤
務
に
つ
い
て
は
イ
ベ
ン
ト
や
災
害
対
応

枠
の
設
定
や
時
間
外
勤
務
手
当
の
支
給

な
ど
、
振
替
勤
務
を
減
ら
す
べ
く
対
策
を

図
っ
て
き
て
い
る
。年
休
の
１
人
当
た
り

の
平
均
取
得
状
況
は
平
成
25
年
の
平
均
使

用
日
数
が
７
・
５
日
、
平
成
26
年
は
８
・
５

日
と
な
っ
て
い
る
。日
直
の
委
託
体
制
と
、

保
育
所
の
職
員
を
日
直
担
当
の
業
務
か
ら

外
す
か
ど
う
か
検
討
す
る
。職
員
の
健
康

管
理
を
大
切
に
す
る
よ
う
努
め
る
。

答

日直業務委託の可能性は

答
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議
会
の
動
き   

（
３
月
11
日
～
６
月
10
日
）

議長会関係

　４月６日　　　平成26年度釧路町村議会議長会会計監査
　５月21日　　　�釧路町村議会議長会５月定例会
　５月25～27日　第40回町村議会議長・副議長研修会（東京都）

委員会関係

　３月16日　　　文教厚生常任委員会所管事務調査
　３月30日　　　議会広報編集特別委員会
　４月９日　　　議会広報編集特別委員会
　４月21日　　　全員協議会
　４月30日　　　総務経済常任委員会所管事務調査
　５月13日　　　総務経済常任委員会
　６月２日　　　議会運営委員会
　６月４日　　　全員協議会

一部事務組合関係

　３月26日　　　�平成27年第１回釧路公立大学事務組合議会定例会
　３月27日　　　�平成27年第１回釧路北部消防事務組合議会臨時会
　６月１日　　　�平成27年第１回川上郡衛生処理組合議会臨時会
　　　　　　　　�平成27年第２回釧路北部消防事務組合議会臨時会

その他

　３月14日　　　2015年伊東よしたか新年交礼会
　３月16日　　　弟子屈町教育関係者合同送別会
　３月19日　　　ふまねっと交流会
　　　　　　　　平成26年度弟子屈町スポーツ表彰授賞式
　３月21日　　　北海道を愛するみんなの会釧路会事務所開き（釧路市）
　　　　　　　　自民党北海道第七選挙区支部「2015年統一地方選挙総決起大会」（釧路市）
　３月26日　　　平成26年度川湯保育園卒園式
　３月27日　　　平成26年度おひさま保育園卒園式
　３月29日　　　�北海道横断自動車道（道東自動車道）浦幌ＩＣ～白糠ＩＣ間開通記念式ほか（白糠町）
　４月２日　　　摩周湖農業協同組合第15回定期総会
　　　　　　　　平成27年度川湯保育園入園式
　４月３日　　　平成27年度おひさま保育園入園式
　４月９日　　　平成27年度弟子屈町教育関係者合同歓迎会
　４月10日　　　岡田あつし個人演説会
　４月12日　　　道議会議員当選祝い（釧路市）
　４月14日　　　平成27年度ましゅうの里定期総会
　４月16日　　　南弟子屈地域活性化協議会設立総会
　４月21日　　　平成27年度弟子屈町役場管理職会歓迎会
　４月24日　　　道道屈斜路摩周湖畔線開通安全祈願祭
　　　　　　　　「エア・ドゥ絆の森～弟子屈～」協定調印式（釧路市）
　４月25日　　　住宅型有料老人ホーム森の家しらかば新築落成式および内覧会
　５月12日　　　2015年原水爆禁止国民平和大行進訪問対応
　５月15日　　　養護老人ホーム倖和園・特別養護老人ホーム摩周移転新築落成式
　　　　　　　　平成27年度弟子屈町商工会通常総会
　５月19日　　　大分県九重町議会総務建設産業常任委員会行政視察対応
　５月22日　　　弟子屈町･学校法人玉川学園包括連携協定調印式（東京都）
　５月23日　　　日置市市制施行10周年記念式典（鹿児島県日置市）
　５月25日　　　平成27年度北海道横断自動車道釧路・根室間建設促進期成会総会（釧路市）
　　　　　　　　平成27年度釧路地方総合開発促進期成会定期総会（釧路市）
　５月26日　　　平成27年度てしかがえこまち推進協議会定期総会
　５月29日　　　弟子屈町議会ＯＢ会総会および懇親会
　６月４日　　　平成27年度弟子屈町植樹祭
　６月６日　　　エア・ドゥ絆の森植樹祭

問　

「
土
曜
授
業
」の
目
的
と
実
態
に
つ
い
て

 

答　

土
曜
授
業
実
施
は
学
校
の
判
断
を
尊
重
し
、支
援
す
る

文
部
科
学
省
は「
土
曜
授
業
推
進

事
業
」と
し
て
全
国
１
５
５
校
を

実
践
校
に
認
定
し
、
本
町
で
は
和
琴
小
学

校
が
認
定
対
象
校
と
な
っ
て
い
る
。土
曜

授
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
本
町
の
基

本
的
な
考
え
方
と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

問

教
育
長
答
弁

基
本
的
理
念
は
学
校
と
地
域
、
家

庭
の
３
者
が
連
携
し
、
役
割
分
担
し
て
社

会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
子
ど
も
が
土
曜
日
を
有
意
義
に
過
ご

す
こ
と
と
考
え
る
。こ
の
方
針
に
沿
っ
て

昨
年
、和
琴
小
学
校
が「
土
曜
授
業
推
進
事

業
」の
指
定
を
受
け
、実
践
研
究
を
進
め
て

き
た
。結
果
と
し
て
、地
域
と
の
信
頼
関
係

構
築
に
寄
与
で
き
る
取
り
組
み
で
あ
る
な

ど
の
評
価
を
得
て
い
る
。今
年
度
は
、町
内

全
て
の
学
校
で
独
自
の
判
断
に
よ
り
土
曜

授
業
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。内
容
は

社
会
教
育
事
業
と
の
連
携
授
業
な
ど
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。教
育
委
員
会
は
実
施

や
内
容
な
ど
に
関
し
て
一
切
の
指
示
は
せ

ず
、
各
学
校
の
主
体
的
な
教
育
実
践
と
し

て
い
る
。土
曜
授
業
の
推
進
に
は
、関
係
機

関
と
の
意
思
疎
通
や
協
力
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
の
判
断
を
最

大
限
に
尊
重
し
、支
援
す
る
。教
職
員
の
代

休
は「
北
海
道
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、休

暇
等
に
関
す
る
条
例
」で
明
確
に
規
定
さ

れ
て
い
る
。Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
へ
の
対
策
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な
ど
で
の
保
護
者
へ
の
説
明

と
、学
校
だ
よ
り
な
ど
を
通
し
て
、理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

昨年、和琴小学校で行われた土曜授業の様子

答

本
町
市
街
地
だ
け
で
も
、
受
益
者

負
担
金
、
下
水
道
使
用
料
な
ど
滞

納
額
が
４
千
１
０
０
万
円
を
超
え
て
い

る
。計
画
当
時
に
比
べ
る
と
人
口
は
減
少

し
、
川
湯
地
区
に
お
い
て
は
大
型
ホ
テ
ル

の
閉
館
が
相
次
ぎ
、
宿
泊
客
の
入
り
込
み

も
減
少
し
て
い
る
。計
画
ど
お
り
事
業
を

進
め
る
と
、
受
益
者
す
な
わ
ち
町
民
全
体

の
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

計
画
を
見
直
し
、
合
併
浄
化
槽
方
式
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

問

町
長
答
弁

本
町
の
美
留
和
地
区
、
川
湯
駅
前

地
区
、
川
湯
市
街
地
区
の
汚
水
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
５
年
度
に
策
定
さ
れ
た
下

水
道
基
本
計
画
に
よ
っ
て
、
事
業
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。使
用
料
、負
担
金
収
入
は

下
水
道
会
計
の
安
定
し
た
事
業
運
営
を
進

め
る
上
で
も
主
要
な
財
源
で
あ
り
、
よ
り

計
画
的
な
経
営
と
健
全
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。な
お
、
国
の
事
業
仕
分
け
に
お
い

て
、
人
口
５
万
人
以
下
の
人
口
密
度
が
低

い
地
域
で
は
下
水
道
の
方
が
整
備
コ
ス
ト

が
高
く
、
浄
化
槽
が
優
位
と
も
示
さ
れ
て

い
る
。屈
斜
路
湖
の
水
質
保
全
・
環
境
整
備

を
重
視
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
振
興

計
画
と
併
せ
、計
画
を
見
直
す
と
と
も
に
、

本
町
全
域
の
汚
水
処
理
に
関
す
る
、し
尿
・

浄
化
槽
汚
泥
の「
共
同
施
設
整
備
計
画
」も

勘
案
し
な
が
ら
、
合
併
浄
化
槽
方
式
と
下

水
道
処
理
と
の
比
較
検
討
を
進
め
て
い

く
。

山�

田　
　

�

博　

議
員

一
般
質
問

問　

下
水
道
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

答　

合
併
浄
化
槽
方
式
と
下
水
道
に
つ
い
て
比
較
検
討
す
る

下水道事業の検討を

答
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防災ワンポイントコーナー

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

　地震や台風など自然災害の発生を防ぐことはでき
ませんが、日頃から災害に対する対策や心構えを身
につけることで、被害を最小限に抑えることができ
ます。平常時にはこうした取り組みにより災害に備
え、災害時には自ら身の安全を守るように行動する
ことが大切です。
　北海道では、防災に関する心構えなどを多くの方
に知っていただくために「北海道地域防災マスター」
の育成に取り組んでいます。本町では町議会議員や
弟子屈・川湯郵便局長、弟子屈消防署の消防士、役場
防災対策専門官、弟子屈町商工会職員など、約10人が
北海道地域防災マスターの資格を持っています。
　北海道地域防災マスターは、防災訓練や防災講話など各地で活動しています。釧路市では、自治会の役員の方々が
資格を取得して、自主防災組織の活動に携わっています。
　本町では、自主防災組織が次々に結成されています。現在の結成数は、屈斜路、４町内、原野摩周、７町内の４自治会
で、加入世帯数は約350世帯、加入率は約９％と、少しずつではありますが増えてきています。災害時の安否確認を行
う上で、自主防災組織の活動は非常に重要ですので、他の自治会でも自主防災組織の結成について、ぜひ、ご検討くだ
さい。ご不明な点は、役場の防災対策専門官がご説明しますので、お気軽に声をかけてください。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
日
頃
か
ら
備
え
て

　本町の「北海道地域防災マスター」の活動状況

▼弟子屈郵便局長などによる役場職員に対する災害図上訓練（ＤＩＧ）

▼ �役場防災対策専門官が指導する町総合防災訓練、川湯中学校の避難訓練、弟子屈高校・弟子屈町保育士連絡協議
会・屈斜路自治会・川湯温泉まち自治会のＤＩＧ、４町内自治会の安否確認訓練、役場職員・各施設・自治会などに
対する防災講話

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

　「北海道地域防災マスター」認定研修会

▼日時・場所など
　10月24日㈯　10時30分～16時30分
　　十勝総合振興局（帯広市）
　　定員／100人（定員になり次第、締め切らせていただきます）
　　募集期間／８月19日㈬～９月30日㈬
　12月12日㈯　10時30分～16時30分
　　置戸町中央公民館
　　定員／120人（定員になり次第、締め切らせていただきます）
　　募集期間／９月25日㈮～11月６日㈮

▼内容
　防災講座（昨今の自然災害の状況、各災害に対する心構えなど）
　災害図上訓練（ＤＩＧ）の体験実習
　応急救護の体験実習

▼ �応募資格／資格や年齢制限などはありません。

▼ �参加料／無料（研修会会場への交通費は参加者負担）

▼ �申し込み／所定の用紙に記入の上、申し込んでいただきます。下記までご連絡いただければ、申込用紙を郵送・
ファクスします。電話などで確認した内容に基づき、担当が申し込むこともできます。

問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）

和牛祭2015 in弟子屈

鹿児島黒牛が
やって来る！
　８月29・30日の両日、ＪＡ摩周湖前で開催
される農業祭「新そば祭り」で、和牛祭2015 in
弟子屈が開催されます。
　本町の肉牛振興会と交流がある姉妹都
市・鹿児島県日置市から鹿児島黒牛の販売
ブースが出店されますので、ぜひ、ご賞味く
ださい。

❏�問い合わせ先／役場農林課農政係
　☎４８２‐２９３６（課直通）まで。

８月29日㈯・30日㈰

ＪＡ摩周湖
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　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない

児童を養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立を助

け、児童の福祉の増進を図るために手当を支給する制度です。

１　�受給資格者の収入から給与所得控除などを控除し、養育費の８
割相当額を加算した所得額と上記の額を比較して、全部支給、一
部支給、支給停止のいずれかに決定されます。

２　�所得税法に規定する老人控除対象配偶者、老人扶養親族または
特定扶養親族がある場合は、上記の額に次の額を加算。

　⑴本人の場合
　　①老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき10万円
　　②特定扶養親族１人につき15万円
　⑵�孤児などの養育者、配偶者および扶養義務者の場合は、老人扶養

親族１人につき６万円
３　�扶養親族等が６人以上の場合には、１人につき38万円（扶養親族

などが２の場合にはそれぞれ加算）を加算した額

　身体や精神に障がいのある満20歳未満の児童につい

て、児童の福祉の増進を図るための制度です。

　住所地の市町村で認定請求（関係書類を添付）の手続きをして、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、前年

の所得が一定額以上の場合は、その年度（８月～翌年７月まで）は、手当の全部または一部が支給停止されます。また、対象児童

が福祉施設に入所しているときなどは、手当が受けられない場合があります。

※障害基礎年金に限り、子の加給と児童扶養手当を選択できる場合があります。

特別児童扶養手当

���問い合わせ先

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
　１９
　５７
　９５
１３３
１７１
２０９

万円
２３６
２７４
３１２
３５０
３８８
４２６

万円
１９２
２３０
２６８
３０６
３４４
３８２

孤児などの養育者、
配偶者、扶養義務者の
所 得 制 限 限 度 額

本　　　人
全 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

一 部 支 給 の
所 得 制 限
限 度 額

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
４５９．６
４９７．６
５３５．６
５７３．６
６１１．６
６４９．６

万円
６２８．７
６５３．６
６７４．９
６９６．２
７１７．５
７３８．８

所　　　　得　　　　額

受　　給　　者 配偶者および養育者

ご存じですか？

所得制限限度額は次のとおりとなります。（年によって変わる場合もあります）

受給資格者（手当を受ける資格のある方）

手当を受ける手続き

所得制限限度額

児童扶養手当について／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

特別児童扶養手当について／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

児 童 扶 養 手 当

手当の金額（月額）

▼児童１人の場合

　全額支給／42,000円・一部支給／41,990～9,910円

▼児童２人以上の加算額

　２人目／5,000円・３人目以降１人につき3,000円

▼１級該当児童１人につき51,100円

▼２級該当児童１人につき34,030円

　次の条件に当てはまる18歳到達後の最初の３月31日までの児

童を扶養している父（母）や、父（母）に代わってその児童を養育し

ている方に支給されます。児童が心身に中程度以上の障がいがあ

る場合は、20歳未満まで手当が受けられます。

　①�父母が離婚した後、父（母）と生計を同じくしていない児童

　②父（母）が死亡した児童

　③�父（母）が一定の障がいの状態にある児童

　④父（母）の生死が明らかでない児童

　⑤父（母）から引き続き１年以上遺棄されている児童

　⑥父（母）が引き続き１年以上拘禁されている児童

　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童

　⑧父（母）が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童

　身体や精神に障がい（１級・２級）のある児童の父、も

しくは母、または父母に代わって児童を養育している

方に手当が支給されます。

水質基準値 備　考検 査 項 目 測定結果単位
検出されないことアルキル水銀　 不検出ｍｇ/Ｌ
0.0005以下総水銀 0.0005未満ｍｇ/Ｌ2
0.01以下カドミウム 0.003未満ｍｇ/Ｌ3
0.01以下鉛 0.001未満ｍｇ/Ｌ4
0.05以下六価クロム　 0.005未満ｍｇ/Ｌ5
0.01以下ヒ素 0.002未満ｍｇ/Ｌ6

検出されないこと全シアン 不検出ｍｇ/Ｌ7
0.01以下セレン 0.001未満ｍｇ/Ｌ8
0.03以下トリクロロエチレン 0.003未満ｍｇ/Ｌ9
0.01以下テトラクロロエチレン 0.001未満ｍｇ/Ｌ10
0.02以下ジクロロメタン 0.002未満ｍｇ/Ｌ11
0.002以下四塩化炭素　 0.0002未満ｍｇ/Ｌ12
0.004以下1,2-ジクロロエタン 0.0004未満ｍｇ/Ｌ13
0.1以下1,1-ジクロロエチレン 0.01未満ｍｇ/Ｌ14
0.04以下シス-1,2-ジクロロエチレン 0.004未満ｍｇ/Ｌ15
１以下1,1,1-トリクロロエタン 0.001未満ｍｇ/Ｌ16
0.006以下1,1,2-トリクロロエタン 0.0006未満ｍｇ/Ｌ17
0.002以下1,3-ジクロロプロペン 0.0002未満ｍｇ/Ｌ18
0.01以下ベンゼン 0.001未満ｍｇ/Ｌ19

検出されないことポリ塩化ビフェニル　 不検出ｍｇ/Ｌ22
0.006以下チウラム 0.0006未満ｍｇ/Ｌ23
0.003以下シマジン 0.0003未満ｍｇ/Ｌ24
0.02以下チオベンカルブ 0.002未満ｍｇ/Ｌ25
１以下ダイオキシン類 0.072pg-ＴＥＱ26

揮発性有機
化　合　物

重金属類など

1

農 薬 な ど問い合わせ先

役場環境生活課環境係

☎４８２‐２９３４（課直通）

　美留和一般廃棄物処理場では、
有害項目の水質検査（第１回目）
を実施したので、結果をお知ら
せします。
　検査結果は法定基準値以内で
あり、異常はありませんでした。
　水質検査は年２回実施します。
次回も検査終了後、広報紙でお
知らせします。

地下水の水質検査結果

美留和
処理場 水質検査結果のお知らせ

0.05以下1,4-ジオキサン 0.005未満ｍｇ/Ｌ20
0.002以下塩化ビニルモノマー 0.0002未満ｍｇ/Ｌ21

　暑い日が多くなりました。入浴やシャワーの機会が増えると思い

ます。今回は、お風呂で過ごす際のエコアイデアを紹介します。

　その１　　入浴は間隔をあけずに

　�前の人が入ってから間をあけずに入ると、沸かし直したり給湯し

たりするための燃料代が節約できます。

※年間の二酸化炭素削減量　102.8kg

　その２　　シャワーは不必要に流したままにしない

　�こまめに止めることにより、水道代と燃料代の節約になります。

※年間の二酸化炭素削減量　 35.9kg

　小さなことからコツコツと！環境に配慮した行動

の積み重ねが地球や家庭の「エコ」につながります。

「エコ」って…？
　元々は「エコロジー」からきている和製英語です。エコロ

ジーには生態学という意味があり、そこから「生態・環境に配

慮した行動・活動」を行う際に使われるようになりました。

お風呂でのエコな過ごし方

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの

すすめ
えこすけの

「一日一えこ」

浴槽にふたをしましょう
　ふたをしないと、浴槽の

お湯からどんどん熱が逃

げてしまいます。

　家族が続けて入浴しな

いときには、必ずふたをするよう心が

けましょう。
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運動会★体育大会　６月６日から７月５日にかけて、町内各小・

中学校と川湯保育園、奥春別森の保育園、摩周

丘幼稚園で、運動会・体育大会が行われました。

　子どもたちは元気いっぱい！お父さんやお

母さんなどが見守る中、日ごろの練習成果を

発揮。各会場とも、熱い声援が飛び交いました。

※�おひさま保育園の運動会の様子については、終了
後に紹介します。

園長先生が待つゴールに一目散！（川湯保育園）綱引き負けないぞ！（和琴小学校）

こん身の力を振り絞って（弟子屈中学校）

小学生のお兄さん・お姉さんと一緒でうれしい（奥春別森の保育園）トンネル上手にくぐれたよ（摩周丘幼稚園）

１位でゴール！やったあ（弟子屈小学校） 息を合わせて大縄跳び（奥春別小学校）

記録を目指してジャンプ（川湯中学校）必死にバトンをつないで（摩周丘幼稚園）

花形競技の騎馬戦（弟子屈小学校）

１年生 小学校初めてのリレー（弟子屈小学校） 勝利の喜びに沸く（美留和小学校）　最後のポーズ決まったね（弟子屈小学校）

心を一つにムカデリレー（弟子屈中学校） 「借り物」の皆さんと無事にゴール（川湯小学校） みんなで作った「先生の顔」落とさないでね（摩周丘幼稚園）
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２
９
３

　

５（
課
直
通
）ま
で
。

エキノコックス症とは
　エキノコックス症は「エキノコックス」という寄生虫が、主に肝臓に寄生することにより起こる病気です。

　エキノコックスは通常、自然界ではキツネとネズミに寄生することが多いのですが、エキノコックスの卵が何

らかの拍子に人の口に入ってしまった場合、感染することがあります。エキノコックス症の感染率は、他の病気

に比べるととても低いです。感染してもすぐには自覚症状はなく、数年から10数年の潜伏期間があります。感染

後、肝臓の中で大きなしこりになると、次のような症状が現れます。

疲れやすい

腹部の不快感、鈍痛

発熱

黄だん

感染を予防するために
　エキノコックス症を予防するために、次のことに気をつけましょう。

外から帰ったら必ず手を洗う。

野生の果物や山菜などは、よく洗う、または十分に加熱する。

　（エキノコックスの卵は低温には強いのですが、熱には弱く、煮沸することで卵を殺すことができます）

小川の生水などは飲まない。

キツネの餌になる残飯や生ごみなどを放置しない。

犬の放し飼いを絶対にしない。

キツネを餌付けしたり、キツネに触れたりすることは、絶対にしない。

５年に１回検診受診を
　エキノコックス症を早期発見するためには、５年に１回、検診を受けることが大切です。

　エキノコックス症検診は毎年、町の総合健診（春・秋）で実施しています。内容は血液検査で、対象は小学校３年

生以上の町民の方です。詳しくは、役場健康推進課までお問い合わせください。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）
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自殺予防ゲートキーパー養成講座の参加者募集
あなたにも助けられる命があります

　町の健康増進計画「元気てしかが21」の重点課題の一つで

もある自殺対策。ゲートキーパー養成講座は、自殺をする

人や、自殺を考えるほどつらい人を減らすために2013年

度から始まり、今年度で３回目の開催となります。

　ゲートキーパーには特別な資格などは必要ありません。

周りの人の「いつもと違う」様子に気づき、「どうしたの？」

と声をかけ、相手の気持ちや話を聴き、専門家に相談するようにつなぎ、見守る方のことをいいます。講座では、話

の聞き方のちょっとしたコツなどをお伝えします。

　講座に参加していただきたいのは、主に地域の皆さんです。自殺を考えたり悩みを抱えたりしている人は、自

分からそのことを打ち明けることができない人が多いのです。そのため、地域の皆さんが一声かけることが、と

ても大きな力となります。プライバシーや個人情報が尊重される現代ですが、地域の見守りや力もとても大切で

す。ぜひ、多くの皆さんの参加をお待ちしています。

▼定員／30人程度‐

▼ �申し込み締め切り／８月28日㈮

日時／９月３日㈭
　　　　　　　　　　　　　　13時30分～15時30分

場所／町公民館２階講堂
受講料／無料

エキノコックス症に気をつけて

申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

検診区分 助成対象（受診当日年齢） 自己負担額

子宮がん
20～69歳の奇数月生まれの女性 1,000円
生活保護を受給している20歳以上で奇数月生
まれの女性 無料（※）

乳がん
40～69歳の奇数月生まれの女性 1,000円
生活保護を受給している40歳以上で奇数月生
まれの女性 無料（※）

子宮がん
乳がん
共通

70～74歳の奇数月生まれの女性 500円

無料
75歳以上の奇数月生まれの女性
町からクーポンが届いた方
今年度40歳になる方（1975.4.1～1976.3.31生まれ）

平成27年度　乳・子宮がん検診助成対象

※�生活保護を受給している方が無料で検診を受けるには「生活保護受給証明書」が必要です。釧路
総合振興局ケースワーカーにお問い合わせください。

医療・検診機関名
釧路がん検診センター

乳がん
○

子宮頸がん
○

釧路市立釧路総合病院 ○ ○
総合病院釧路赤十字病院 ○ ○
医療法人孝仁会釧路孝仁会記念病院 ○ ○
独立行政法人労働者健康福祉機構釧路労災病院 ○ ○
道東勤労者医療協会釧路協立病院 ○ ×
医療法人社団足立産科婦人科医院 × ○
くしろレディースクリニック × ○
標茶町立病院 × ○
※�標茶町立病院での受診をご希望の方は、送付書類がありますので、役場健康推進課にお問い
合わせください。

※標茶町立病院以外は、直接病院に予約して受診してください。

平成27年度　乳・子宮がん検診助成実施病院
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　�ふまねっとサポーター養成講演会
　「ふまねっと」とは、歩行機能・認知機能改善のための簡単でとても楽しい運動です。ふまねっと普及や指導のお

手伝いをしてくださるサポーターの養成講演会を開催します。

▼期日／８月22日㈯

▼場所／ふまネットハウス浦見（釧路市浦見４丁目２‐３）送迎あり

▼受講要件

受講後、積極的に地域でボランティア活動ができる方。

元気で活動的な方であれば、年齢は問いません。（サポーターの平均年齢は60歳）

町内で活動している「一九・三（いっきゅうさん）」という団体に所属可能な方。（年会費あり）

※�受講後は「地域健康づくり支援会ワンツースリー」の会員となるため、翌年度から年会費2,000円を負担してい

ただくことになります。

▼受講料／1,000円（残りの6,000円は町が負担します）

▼定員／３人（応募者多数の場合は他のサポーター資格を持っていない方を優先します）

▼申し込み締め切り／８月７日㈮

　�がんばるーんサポーター育成講座
　「がんばるーん」とは、少し空気が抜けたゴムボールを使用して、握力の弱っている高齢者の方や、足腰の弱っ

ている方でも楽しめる体操・ゲームです。がんばるーんの普及や指導のお手伝いをしてくださるサポーターの育成

講座を開催します。

▼期日／９月６日㈰

▼場所／摩周観光文化センター

▼受講要件

受講後、積極的に地域でボランティア活動ができる方。

元気で活動的な方であれば、年齢は問いません。

町内で活動している「ばるーんが摩周」という団体に所属可能な方。（年会費あり）

▼受講料／1,000円（残りの8,720円は町が負担します）

▼定員／６人（応募者多数の場合は他のサポーター資格を持っていない方を優先します）

▼申し込み締め切り／８月21日㈮

申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

ボランティアサポーター育成事業の受講者募集

あなたの力をまちの皆さんの健康づくりに生かしてください

　町では、健康づくりについて学ぶ「ヘルスアップ講座」を開催しています。今年も充実の講師陣を迎え、来年の

２月まで開催します。皆さんも、ぜひ参加してみませんか。

　参加には事前の申し込みが必要ですので、役場健康推進課に申し込みください。

　�健康教室

▼日時／８月18日㈫　13時30分～15時30分

▼場所／社会老人福祉センター

▼内容／健康に関するさまざまなお話、軽い運動

▼講師／古田�裕子�先生（早稲田大学オープン教育センター　非常勤講師）

　�運動教室

▼日時

※天候状況などにより、中止する場合がありますので、ご了承ください。

▼場所／社会老人福祉センター

▼内容／エアロビクス、ヨガなど

▼講師／石橋�美由紀�先生（ヨガインストラクター）

▼参加条件

本町に住所がある方

医師から運動を止められていない方

過去１年間以内に健診を受けた方、またはこれから健診を受ける方で、健診結果を提出いただける方

申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

ヘルスアップ講座開催中！
今年こそ運動習慣を身につけるチャンス！

昼の部（15：00～16：30） 夜の部（18：30～20：00）

８月 ５日㈬、12日㈬、19日㈬ ５日㈬、12日㈬、19日㈬、26日㈬
９月 ２日㈬、９日㈬、30日㈬ ２日㈬、９日㈬、16日㈬、30日㈬
10月 ７日㈬、21日㈬ ７日㈬、21日㈬、28日㈬
11月 ４日㈬、18日㈬ ４日㈬、18日㈬、25日㈬
12月 ２日㈬、９日㈬ ２日㈬、９日㈬、16日㈬
１月 13日㈬、20日㈬ 13日㈬、20日㈬、27日㈬
２月 ３日㈬、10日㈬、17日㈬ ３日㈬、10日㈬、17日㈬、24日㈬

　辻谷建

設㈱（辻谷

智之代表

取締役）

と㈱今道

道東建設

工業（今誠

代表取締役）の皆さんが６月13日、美留和

地区で道路の支障木の撤去作業を行いま

した。

　降雪時や強風時に通行の支障となる樹

木を撤去したもので、２社合わせて11人

が参加。重機を使って丁寧に作業を行い

ました。

地域の役に
立ちたい

社会貢献
いろいろ

　東星渡

部建設㈱

（渡部哲夫

代表取締

役）の皆さ

んが６月

19日、摩

周観光文化センターのソフトボール場と

運動広場の整備を行いました。

　利用者の皆さんに気持ちよく使っても

らいたいと行ったもの。重機で表土をは

がして転圧したほか、手作業でのグラウ

ンド整備など、手分けして丁寧に作業を

行いました。

　㈲摩周

植物園（古

瀬廣幾代

表取締役）

の皆さん

が６月20

日、道の

駅摩周温泉にスカート風の花壇をつくり

ました。

　訪れる観光客の方などに、花を身にま

とったような記念写真を楽しんでほしい

と設置したもの。アリッサムの苗を800個

使用しています。10月半ばころまで楽し

めるそうなので、一度訪れてみませんか。

　㈱佐々

木建設（佐

々木昇一

代表取締

役）の皆さ

んが６月

29日、美

留和会館の屋根の塗装を行いました。

　現在、美留和地区の国営総合農地防災

事業を請け負っている同社が、お世話に

なっている地域の皆さんの役に立ちたい

と行ったものです。７人が参加し、劣化が

進んでいた会館の屋根を丁寧に塗装しま

した。

　㈱楢崎

製作所（小

櫻義隆代

表取締役）

の皆さん

が７月１

・２・８・

９の４日間、泉大橋前後の道路の除草・清

掃と弟子屈小学校の遊具の塗装を行いま

した。

　橋の制作会社である同社は1970～1984

年度、町内の橋の工事を行ったことから、

1982年度に施工した泉大橋周辺の環境整

備を行ったものです。
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新刊案内

「約束しよう。君の苦し
みは、僕がいつか必ず
取り除く」
水源を守る宿命を背負
わされた「烏目役（から
すめやく）」「水守（みずも
り）」の二人…。
大正時代の北海道を叙
情豊かに描いた、凄艶
（せいえん）なミステリ
ー作品。

「�
流
」

東
山　

彰
良
／
著

「�

贖
い（
あ
が
な
い
）」

五
十
嵐
貴
久
／
著

「
シ
ン
プ
ル
に
考
え
る
」

森
川　
　

亮
／
著

「�

読
ん
だ
ら
忘
れ
な
い
読
書
術
」

樺
沢　

紫
苑
／
著

「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
よ
！
経
済
思
想
史
」

坪
井　

賢
一
／
著

「�

絶
対
肯
定
の
子
育
て
」

北
方
雅
人
・
本
荘
そ
の
こ
／
著

「
欧
米
に
寝
た
き
り
老
人
は
い
な
い
」

宮
本
顕
二
・
宮
本
礼
子
／
著

「�

ひ
ん
や
り
ス
ー
プ
」

丸
山　

久
美
／
著

「
似
て
い
る
英
語
」

お
か
べ
た
か
し
／
文

「�

ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
サ
バ
イ
バ
ル
１・２
」

洪　
　

在
徹
／
文

「�

お
ば
け
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん　

ひ
み
つ
の
ね

が
い
ご
と
」

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｅ
／
絵
・
文

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

乾　ルカ／著

☆�

特
集
展
示
『
み
ん
な
の
夏
休
み
お

す
す
め
本
２
０
１
５
』

　
「
平
成
27
年
度
版
北
海
道
青
少
年
の
た
め

の
２
０
０
冊
」「
第
61
回
青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
」の
中
か
ら
、
図

書
館
所
蔵
の
図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

読
書
感
想
文
や
夏
の
読
書
に
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
／
８
月
30
日
㈰
ま
で

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆�

期
限
内
の
返
却
に
ご
協
力
を

　

図
書
館
の
本
の
貸
出
期
間
は
２
週
間
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
返

却
さ
れ
な
い
方
が
増
え
て
い
ま
す
。予
約
が

入
っ
て
い
な
い
場
合
は
貸
出
期
間
を
一
度
、

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
図
書
館

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。予
約
が
入
っ
て
い
る

場
合
は
延
長
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

▽�

今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日

㈪
・
24
日
㈪
・
31
日
㈪

※�

お
盆
の
間
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

ミツハの一族

えこまち通信

移動図書館

摩周丘幼稚園  9:00～ 9:45

停車場所 停車時間

旧昭栄小学校 10:00～10:20

屈斜路コタン 11:20～11:40

和琴小学校 12:40～13:10

川湯支所 13:45～14:05

わんぱくクラブ・川湯農村センター 14:10～14:30

川湯温泉駅前 14:40～15:00

すずらんこども館 15:30～16:00

摩周丘幼稚園  9:00～10:00

停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50

川湯保育園 11:10～11:30

川湯支所 11:40～12:00

川湯小学校 13:00～13:30

奥春別小学校 14:25～14:55

奥春別森の保育園 15:00～15:20

みはらし台こども館 15:30～16:00

Ａコース　運行日／８月13日㈭・８月27日㈭ Ｂコース　運行日／８月６日㈭・８月20日㈭

おはなしはらっぱ 2015年上半期貸し出しランキング
一
般
・
文
学

第
１
位　
「
ブ
ル
ー
ス
」桜

木　

紫
乃
／
著

第
２
位　
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」

誉
田　

哲
也
／
著

第
３
位　
「
山
女
日
記
」湊　

か
な
え
／
著

第
４
位　
「
星
々
た
ち
」桜

木　

紫
乃
／
著

第
５
位　
「
悲
嘆
の
門（
上
・
下
）」

宮
部
み
ゆ
き
／
著

第
６
位　
「
物
語
の
お
わ
り
」

湊　

か
な
え
／
著

第
７
位　
「
月
光
の
ス
テ
ィ
グ
マ
」

中
山　

七
里
／
著

第
８
位　
「�

ア
イ
ネ
ク
ラ
イ
ネ
ナ
ハ
ト
ム

ジ
ー
ク
」

伊
坂
幸
太
郎
／
著

第
９
位　
「
絶
唱
」

湊　

か
な
え
／
著

第
10
位　
「
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
」

有
川　
　

浩
／
著

　☆１日／『プールがぷしゅー』『かにこちゃん』
　　　　　『たなばたまつり』
　☆15日／『のってのって』『あひるさんのぼうし』
　　　　　『おおきいトンとちいさいポン』
　☆22日／『まねっこまねっこ』『あさがお』
　　　　　『そらとぶテーブル』
　☆29日／�『�でんぐりでんぐり』『ポチはかせの　ぼうし

まて　まて』『ぼくねえ　てんとうむし』
※８日は会員研修のため、お休みです。

テーマ 『なつのひのおはなし』

時間／午後１時〜　　場所／町図書館
おはなしはらっぱ／毎週土曜日�午後１時

弟子屈着地型トラベルサポーター養成研修会を開催
てしかがでの旅のお手伝いを

ユニバーサルデザイン部会

　てしかがえこまち推進協議会ユニバーサルデザイン部会（三木亨部会長）では
６月７日、弟子屈着地型トラベルサポーター養成研修会を開催しました。
　研修会は、障がいのある方や高齢者の方などの旅のお手伝いができる人材
の育成を目的に開催されたもの。昨年11月に行われた基礎編に続く第２弾実
践編です。部会員や一般の方、合わせて13人が参加しました。
　午前中は福祉車両のリフト操作や車椅子操作、町内観光地でのサポートを、
午後からはカヌーサポートと安全管理などについて学びました。また、参加者
自身が車椅子に乗ったりアイマスクを着用したりして観光地巡りを体験。当
事者目線に立ったサポート方法や旅行者の体力に応じた自然の楽しみ方の工
夫などを考え、サポーターに求められる役割の重要さを理解しました。
　参加者からは「摩周湖や硫黄山だけでなく他の観光地も訪れ、説明や利用で
きるトイレやレストランなどの知識を得る機会を設けてほしい」などの声も聞
かれました。部会では、今後も研修会を開催していきたいとしています。

ボ
ー
ト
下
船
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
学
ぶ

水
難
救
助
の
訓
練
も

新そば祭りへ出店します
おいしいてしかがの野菜を食べてください

食・文化部会

　てしかがえこまち推進協議会食・文化部会（木名瀬佐奈枝部会長）では、８月29・30の両日、ＪＡ摩周湖前で開催される
農業祭「新そば祭り」（ＪＡ摩周湖・摩周そば生産組合主催）に出店することになりました。
　地場産品の活用促進を図り、まちを盛り上げていきたいとの思いから、地場産野菜のかき揚げや天ぷらなどを提供
する予定です。摩周そばに旬の野菜の天ぷらを添えて、弟子屈のおいしい食材を楽しみませんか。たくさんの方のご
来場をお待ちしています。

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

　毎年恒例となった「子どもフェスティバル」を、９月に
開催します。
　今年も、北海道教育大学釧路校の先生と学生の皆さん
が遊びに来てくれることになりました。
　子どもたちはもちろん、お父さんやお母さんも一緒に
楽しみませんか？皆さんのご来場をお待ちしています！

▼日時／９月５日㈯　10時〜14時

▼場所／町公民館

▼ �内容（予定）
　�折り紙＆ペーパークラフト・伝承遊び・手作りおやつ・ネイチャークラフト・
乳幼児コーナー・北海道教育大学釧路校によるコーナー・その他・歯ピカ表
彰式（対象者の方には、役場健康推進課健康推進係から事前にご案内します）

　当日は、バス・ワゴン車での送迎を行います。（事前の申し込みが必要です）
　�乗車希望の方は、乗車時間や停留所などをお問い合わせください。

 みんな集まれ！

楽しいイベントがいっぱいだよ！

１日遊んでいく方

は、お弁当を持って

きてくださいね。冷

たい麦茶（無料）は用

意してあります。

昨
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

問い合わせ先／役場福祉こども課子育て推進係☎４８２‐５６６７



31　広報てしかが 2015.8 広報てしかが 2015.8　30

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）��☎４８３‐４１００��URL　http://www6.marimo.or.jp/k_emc/
８月は8:00～17:00開館（無休）　８月１日㈯～16日㈰は開館時間を19:00まで延長！

　

皆
さ
ん
は
、

ゆ
っ
く
り
と

星
空
を
見
上

げ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か

？
現
在
の
よ

う
に
し
っ
か

り
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
や
時

計
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
ろ
、人
々
は

よ
く
夜
空
を
見
上
げ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。自
然
現
象
は
予
想
が
つ
か
な

い
も
の
で
す
が
、そ
の
中
で
も
世
界
各

地
で
遠
い
昔
か
ら
規
則
性
を
感
じ
な

が
ら
観
察
さ
れ

て
い
た
の
が
、

星
や
月
だ
っ
た

は
ず
で
す
。

　

現
在
、
一
般

的
に
用
い
ら
れ

る
星
座
名
は
、国

際
天
文
学
連
合

～川湯の森から～

が
定
め
た
88
個
で
す
。一
つ
一
つ
の

点
に
し
か
見
え
な
い
星
を
つ
な
い
で

生
み
出
さ
れ
た
神
話
や
物
語
は
、
古

今
東
西
の
人
々
が
い
か
に
自
分
た
ち

の
手
が
届
か
な
い
対
象
に
魅
了
さ
れ

た
か
の
証
拠
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ（
星
空
観

察
）に
は
場
所
選
び
が
大
切
で
す
が
、

わ
が
町
内
は
最
適
な
条
件
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。市
街
地
か
ら
少
し
離
れ

る
と
人
工
光
が
少
な
い
こ
と
。カ
ル

デ
ラ
が
生
み
出
す
外
輪
山
に
あ
る
峠

か
ら
は
、
遮
る
も
の
が
な
い
視
界
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
。そ
し
て
、空
気

が
き
れ
い
な
こ
と
で
す
。

　

川
湯
Ｅ
Ｍ
Ｃ
で
は
、
夏
休
み
企
画

と
し
て「
星
座
早
見
盤
」作
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。自
分
で
作
っ
た
早
見
盤

を
片
手
に
、
弟
子
屈
の
星
空
散
歩
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
物
語
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

星空散歩に出かけませんか

星座版をお供に夜空を見上げよう

弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所

☎４８３‐２１５１

防災意識を高めよう
災害に備えて安心�わが家の防災

▼�

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
！
次
の
こ
と
を
家
族
全
員
で
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

�

家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
と
き
に
、
集
ま
る

場
所
や
連
絡
を
す
る
方
法
。

　


町
が
指
定
し
て
い
る
避
難
場
所
。

　


災
害
時
に
持
ち
出
す
家
族
の
大
切
な
も
の
。

▼�

車
を
運
転
中
に
大
き
な
地
震
に
遭
っ
た
と
き
は
、

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

�

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
、
車
を
道
路
の
左
側

に
止
め
る
。

　

�

車
は
、
で
き
る
だ
け
道
路
以
外
の
場
所
に
駐
車

す
る
。

　

�

や
む
を
得
ず
道
路
に
車
を
放
置
す
る
と
き
は
、

道
路
の
左
側
に
寄
せ
て
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
、
窓
を
閉
め
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
な
い
。

　

次
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で
す
、注
意
し
ま
し
ょ

う
！

「�

ゆ
う
パ
ッ
ク
、レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、宅
配
便
で
現
金
を

送
っ
て
」

　

⇨

�

現
金
は
、現
金
書
留
以
外
で
は
送
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
！

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
携
帯
で
連
絡
し
て
」

　

⇨
�

Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
で
還
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
！

「
ロ
ト
６
な
ど
の
当
選
情
報
が
あ
る
」

　

⇨
�

必
ず
も
う
か
る
な
ど
の
う
ま
い
話
は
あ
り
ま

せ
ん
！

　

こ
の
よ
う

な
電
話
が
あ

っ
た
と
き
は
、

１
１
０
番
な

ど
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

自動車運転免許
更新時講習

期日／８月12日㈬
場所／町公民館

▼優良講習／11時30分

▼一般講習／13時

▼違反講習／９時

▼初回講習／14時30分
※�講習は、警察署で免許更新
の手続きを済ませた後に
受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

▼�
長
時
間
の
運
転
を
す
る
機
会
が
増
え

る
時
期
で
す
。

　

�

休
暇
を
利
用
し
た
旅
行
や
、お
盆
で

里
帰
り
を
す
る
た
め
に
長
時
間
の

運
転
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、

疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
る
状
態
で
運

転
す
る
と
非
常
に
危
険
で
す
。

▼
居
眠
り
運
転
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
。

　

�

疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
た
ら
、直
ち
に

最
寄
り
の
道
の
駅
や
駐
車
帯
な
ど

で
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

睡
魔
は
２
時
間
サ
イ
ク
ル
で
襲
っ

て
く
る
の
で
、少
な
く
と
も
２
時
間

に
１
回
は
、疲
れ
や
眠
気
を
感
じ
て

い
な
く
て
も
休
憩
を
し
ま
し
ょ
う
。

居眠り運転は死への直行便

�

水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�

遊
泳
区
域
な
ど
指
定
さ
れ
た
場
所
で
、

自
分
の
技
量
や
体
力
に
応
じ
て
泳
ぎ

ま
し
ょ
う
。無
理
を
し
た
り
、
お
酒
を

飲
ん
で
泳
い
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

�

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区
域
に
入

ら
な
い
、遊
泳
者
な
ど
に
注
意
す
る
な

ど
安
全
航
行
に
努
め
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

救
命
胴
衣
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

�

釣
り
を
す
る
と
き
に
は
救
命
胴
衣
な

ど
を
着
用
し
、流
れ
の
速
い
場
所
や
滑

り
や
す
い
場
所
な
ど
は
避
け
、安
全
な

場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

�水難事故防止！
川や湖�危険もいっぱい�ご用心

振
り
込
め
詐
欺
な
ど

特
殊
詐
欺
を
防
ご
う

この道一筋に精進

ムックリ（竹製の口琴）

　口
こ う

琴
き ん

は世界

各地に

ある楽

器で、金

属や動

物の骨

などで作られたものがありますが、

北海道アイヌの口琴であるムックリ

は竹製。ムックリの中央、弁となる切

り込みの入った薄い板にはひもが付

いています。ムックリを口に当て、ひ

もを引っ張ることで弁を振動させて

音を出します。音程はありませんが、

呼吸や頬の膨らませ方で音色が変

わります。竹がほとんどない北海道

で竹製の楽器が広まったことは、今

だにナゾだとか。そう知ると、より

神秘的な音に聞こえてくるのでは。

楽器

竹
製
の
ム
ッ
ク
リ（
上
）と

金
属
製
の
口
琴

春の叙勲 春の褒章

瑞宝単光章
（社会福祉功労）

藤 本　義 明　さん

（82歳・川湯温泉）

1971年から民生・児童委員、うち1986
年から2007年までは弟子屈町民生
委員児童委員協議会長を務め、生活
に困窮している方や高齢者の方な
ど、社会的弱者の生活安定や自立更
生などの支援に尽力されました。

瑞宝単光章
（消防功労）

小 林　三 男　さん

（76歳・川湯駅前）

1963年に川湯消防団に入団。2003年
から2011年まで同分団長を務めまし
た。宿泊施設や店舗が多い川湯地域
において、火災時には延焼防止のた
め、迅速な対応と予防啓発に力を尽
くされました。

藍綬褒章
（統計調査）

田 中　明 夫　さん

（81歳・川湯）

1965年に国勢調査員に任命されて以
来、2010年の国勢調査まで９回、調
査員として従事。また、1969年から
1999年まで農林業センサス、北海道
農業基本調査の調査員に従事し、統
計調査に大きく貢献されました。
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公
民
館
講
座「
ふ
く
ろ

う
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作

り
」受
講
生
作
品
・
公
民
館

サ
ー
ク
ル
絵
手
紙
摩
周
湖

合
同
作
品
展
が
、
７
月
15

日
か
ら
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。個
性
豊
か
な
ふ
く
ろ
う
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
と
、
色
鮮
や
か
で
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
る
絵
手
紙
や
名
刺
な
ど
１
４
０
点
を

展
示
。訪
れ
た
皆
さ
ん
を
癒
や
し
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、町
文

化
賞
・
文
化
奨
励
賞
の
表
彰
候

補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
各
賞
の
対
象

�

文
化
賞
／
科
学
・
芸
術
・
教
育

な
ど
を
通
じ
て
町
の
文
化

の
進
展
に
貢
献
し
、そ
の
事

績
が
顕
著
な
個
人
・
団
体
。

�

文
化
奨
励
賞
／
文
化
賞
に

該
当
し
な
い
が
、事
績
が
顕

著
で
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て

　

い
る
個
人
・
団
体
。

▼�

推
薦
締
め
切
り
／
８
月
28
日
㈮

▼�

発
表
／
10
月
25
日
㈰
開
催
の
弟
子
屈

町
総
合
文
化
祭
芸
能
発
表
会
の
席
上

で
表
彰
式
を
行
う
予
定
で
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直

通
）ま
で
。

①「
摩
周
焼
陶
芸
」

　

人
気
講
座「
摩
周
焼
陶
芸
」を
開
催
し
ま

す
。自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
９
月
７
日
㈪　

19
時
～
21
時

▼
場
所
／
町
公
民
館　

講
堂

▼
講
師
／
摩
周
焼
窯
元　

森　

雅
子�

氏

▼�

制
作
作
品
／
受
講
生
の
自
由（
カ
ッ
プ
・

皿
・
茶
わ
ん
な
ど
）

▼
受
講
料
／
１
千
円（
教
材
費
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

②「
裁
縫
教
室　

手
さ
げ
か
ば
ん
作
り
」

　

キ
ル
ト
を
使
用
し
て
手
さ
げ
か
ば
ん

を
つ
く
り
ま
す
。

▼�

日
時
／
９
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬　

全
２

回　

い
ず
れ
も
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼
講
師
／
髙
橋　

加
代
子�

氏

▼�

受
講
料
／
１
千
５
０
０
円
程
度（
材
料

費
）

▼
持
ち
物
／
裁
縫
道
具
・
30
㌢
も
の
さ
し

▼�

定
員
／
15
人

※�

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼�

申
込
締
切
日
／
①
②
と
も
に
８
月
28

日
㈮

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

　

総
合
文
化
祭
展
示
部
門
の

一
般（
個
人
）展
示
作
品
を
、
広

く
募
集
し
て
い
ま
す
。日
頃
の

制
作
活
動
の
成
果
を
展
示
し

て
み
ま
せ
ん
か
。多
く
の
出
展

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼�

応
募
締
切
日
／
８
月
28
日

㈮
❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

／
弟
子
屈
町
総
合
文
化
祭

実
行
委
員
会（
町
教
育
委
員

　

�

会
社
会
教
育
課
内
）☎
４
８
２
‐
２
９

　

４
８（
課
直
通
）ま
で
。

　

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
で
は

「
郷
土
資
料
収
蔵
庫�

て
し
か
が
の

蔵
事
務
所
」を
開
放
し
ま
す
。懐
か

し
い
写
真
や
昔
使
っ
て
い
た
道
具

な
ど
を
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
／
７
月
５
日
～
10
月
４
日

の
毎
週
日
曜
日　

10
時
～
15
時

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
て
し
か
が
郷

土
研
究
会　

平
塚
☎
０
９
０
‐

８
２
７
９
‐
９
７
１
２
ま
で
。

　

弟
子
屈
高
校
陸
上
部
の
西
田
健
修
君
、

中
島
知
明
君（
以
上
３
年
）、
野
下
ち
は
る

さ
ん（
２
年
）が
、
６
月
16
日
か
ら
札
幌
市

で
行
わ
れ
た
第
68
回
北
海
道
高
等
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

▼�

日
時
／
９
月
１
日
㈫　

19
時
～

20
時
45
分

▼�

場
所
／
弟
子
屈
小
学
校
体
育
館

▼�

内
容
／
体
力
測
定
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス

な
ど

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼�

申
し
込
み
締
め
切
り
／
８
月
28

日
㈮

※�

普
段
、運
動
し
て
い
な
い
大
人
の

方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

※�

運
動
に
適
し
た
服
装
で
、上
靴
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　

�

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体

　

�

育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８

　
（
課
直
通
）ま
で
。

ニュースポーツ交流会（体力測定会）を開催 ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催

▼
期
日
／
８
月
23
日
㈰

▼�

集
合
場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ

　

ー
第
２
駐
車
場

▼�

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
校
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
摩
周
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
事
務
局（
奥
村
）☎
０

　

９
０
‐
８
２
７
７
‐
２
２
７
９
ま
で
。

ロビーを彩る作品の数々

てしかがの蔵を開放

▼�

日
時
／
８
月
16
日
㈰　

８
時
45
分
～
14
時

▼�

場
所
／
摩
周
観
光
文
化

セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

※�
雨
天
時
／
摩
周
観
光
文

化
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ

▼�

内
容
／
サ
ッ
カ
ー
の
技

術
指
導

▼�

講
師
／
ク
ー
バ
ー
・
コ
ー

チ
ン
グ　

サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
札
幌
校

▼�

対
象
／
町
内
の
小
・
中
学
生

❑ 

申
し
込
み
・

問
い
合
わ

せ
先
／
町

教
育
委
員

会
社
会
教

育
課
体
育

振
興
係
☎

４
８
２
‐２

　

�

９
４
８（
課

直
通
）ま
で
。

昨年のサッカー教室の様子

公
民
館
講
座
の

参
加
者
を
募
集

　

７
月
の
生
き
が
い
講
座
は

24
日
、弟
子
屈
学
級
・
川
湯
学
級

の
合
同
室
内
小
運
動
会
を
摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
摩
周
湖
民
踊
会
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き「
花
は
咲
く
」の
曲
に
合
わ
せ

て
ダ
ン
ス
で
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
。そ
の
後
、
紅
白
に
分

か
れ
て
パ
ン
食
い
競
争
や
玉

入
れ
な
ど
８
種
目
ほ
ど
の
競

技
を
楽
し
み
な
が
ら
、
両
学
級

の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

「生きがい講座」で
学んでいます

郷
土
史
入
門
で
学
ぶ

　

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
・
永
田
等
氏
に

よ
る
ふ
る
さ
と
講
座「
郷
土
史
入
門
」が
７

月
８
日
、
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
３
月
に「
釧
路
川
流
域
チ
ャ
シ
跡

群
」が
国
の
指
定
史
跡
と
な
っ
た
こ
と
を

記
念
し
た
講
演
会
で
す
。約
50
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

永
田
さ
ん
は
、
人
類
の
誕
生
か
ら
、
本

町
の
成
り
立
ち
や

歴
史
、
今
回
指
定

を
受
け
た
町
内
の

チ
ャ
シ（
ア
イ
ヌ
の

施
設
）に
つ
い
て
解

説
。参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

説明に聴き入る参加者の皆さん

公民館ロビー展人
形
劇 

楽
し
か
っ
た
ね
！

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の
幼
児
芸
術
鑑

賞
事
業
「
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
」
公
演
が

７
月
８
日
、
お
ひ
さ
ま
保
育
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。町
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
ど
も
た
ち
約

２
２
０
人
が
参
加
。大
好
き
な

動
物
が
登
場
す
る
人
形
劇
と
、

劇
中
の
効
果
音
に
使
わ
れ
て

い
る
楽
器
な
ど
の
説
明
で
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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▼�

平
成
27
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
36
回
北
海
道
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会（
７
月
31
日
～
８
月
２
日
）伊

藤
悠
吾
、松
田
翔
太
、益
子
樹
希
、阪
口

歩
、樋
口
竜
希
、沼
田
彪
我
、一
ノ
戸
利

雄
、佐
藤
紘
夢
、青
木
里
李
香
、佐
藤
穂

香
、一
ノ
戸
菜
穂
、岡
田
稚
咲
、大
畑
舞

奈（
以
上
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）、
坂
田

莉
奈（
同
２
年
）、
曽
我
部
紗
弥
、
深
谷

心
結（
以
上
同
１
年
）

▼�

平
成
27
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
46
回
北
海
道
中
学
校
陸
上
競
技

大
会（
７
月
28
日
～
30
日
／
室
蘭
市
）濱

岡
凌
平（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

▼�

平
成
27
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
36
回
北
海
道
中
学
校
水
泳
大
会

（
７
月
24
日
～
26
日
／
江
別
市
）芝
田

遥
夏（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）、
芝
田
洸

太
郎
、
菅
野
佑（
以
上
同
１
年
）、
戸
田

勇
大（
川
湯
中
学
校
３
年
）、
濱
岡
菜
月

（
同
１
年
）

▼�

第
33
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大

会
兼
日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
31
回
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
北
海
道

予
選
会（
７
月
25
日
～
26
日
／
千
歳
市
）

服
部
紋
奈
、林
歩
夢
、西
村
昂（
以
上
弟

子
屈
小
学
校
６
年
）、入
仲
健
誠
、下
谷

妃
乃

（
以
上

同
４

年
）、

野
表

朝
姫

（
同
３

年
）

　

西
田
君
が
砲
丸
投
げ
と
八
種
競
技
で

優
勝
、
中
島
君
が
や
り
投
げ
で
４
位
、
野

下
さ
ん
も
や
り
投
げ
で
５
位
と
な
り
、
第

68
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

▼
期
日
／
７
月
29
日
㈬
～
８
月
２
日
㈰

▼
場
所
／
和
歌
山
県

全道大会を前に気合十分の弟子屈中学校の皆さん

全道大会での活躍を誓う陸上少年団

▼�

日
時
／
９
月
５
日
㈯　

９
時
30
分
～

11
時
30
分

▼
場
所
／
弟
子
屈
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
弟
子
屈
中
学
校
体
育
館

▼�

内
容
／
走
り
方
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
指

導
ほ
か

▼�

講
師
／
東
京
国
際
大
学
駅
伝
部　

大

志
田
秀
次
監
督
ほ
か
選
手
数
人

▼�

対
象
／
町
民
の
方
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

選
手
・
指
導
者

▼
受
講
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
８
月
31
日
㈪

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

第
13
回
摩
周
の
里
サ
イ
ク
リ
ン
グ

キッズスクール２０1５
スポーツクリニック

サッカー教室



町の話題

町の話題

町の話題

町の話題

35　広報てしかが 2015.8 広報てしかが 2015.8　34

　

川
湯
料
飲
店
組
合

（
大
浦
健
一
組
合
長
）な

ど
に
よ
る
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
宣
言
式
が
７
月
10

日
、
川
湯
神
社
境
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
、
同
組
合
を
中

心
に
地
域
で
の
飲
酒
運

転
根
絶
の
機
運
を
高
め

よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
。同
組
合
員
の
ほ
か

自
治
会
員
や
川
湯
交
通

安
全
指
導
員
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。式
で
は
、大
浦
組
合

長
が「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

見
逃
さ
な
い
を
合
言
葉
に
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
」と
宣
言
。立
山
登

弟
子
屈
警
察
署
長
か
ら
は
、
飲
食
店
な
ど

で
の
掲
示
用
に
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、参
加
者
の
皆
さ
ん
は

川
湯
温
泉
街
を
歩
い
て
啓
発
を
行
い
、
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

７
月
17
日
に
は
、
町
交
通
安
全
運
動
推

進
協
議
会
と
町
交
通
安
全
協
会
の
共
催
に

よ
る
旗
の
波
街
頭
啓
発
活
動
が
、
摩
周
観

光
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
国
道
３
９
１
号
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
道
夏
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
約
70
人
が

参
加
。参
加
者
の
皆
さ
ん
は
安
全
旗
を
手

に
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交通安全を呼びかける

飲酒運転ゼロ宣言式
旗の波街頭啓発

緑のまちづくりに役立てて

緑の募金運動

　

緑
化
推
進

の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た

緑
の
募
金
運

動
で
、
町
内

の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た

募
金
が
、
弟

子
屈
町
緑
化

推
進
委
員
会

（
会
長
・
德
永

町
長
）に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
運
動
は
約
３
カ
月
間
行
わ

れ
、自
治
会
や
企
業
、学
校
、個
人
の
皆
さ

ん
な
ど
か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
に
は
弟
子
屈
高
校（
木
村
浩

士
校
長
）生
徒
会

の
皆
さ
ん
が
、
７

月
１
日
に
は
弟
子

屈
中
学
校（
杉
山

稔
校
長
）生
徒
会

の
皆
さ
ん
が
役
場

を
訪
れ
、
生
徒
や

教
職
員
の
皆
さ
ん

か
ら
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
募
金
を

德
永
町
長
、
吉
備

津
副
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　

募
金
は
、
町
内

の
緑
化
推
進
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

援農への思いをつなぐ

援農の碑記念式

　

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に

建
つ「
援
農
の
碑
」の
も
と
で
６
月
25
日
、援

農
へ
の
慰
労
の
意
を
込
め
て
式
典
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は「
６
・
25
会
」代
表
の
髙
橋
正
秀

氏
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
21
人
が
参

列
。援
農
の
碑
の
始
ま
り
は
、戦
時
中
に
農

業
支
援
の
た
め
本
町
に
派
遣
さ
れ
た
農
林

学
校
生（
岩
手
県
久
慈
市
）を
た
た
え
る
た

め
で
し
た
。先
人
た
ち
が
愛
し
た「
北
上
夜

曲
」に
思
い
を
込
め
て
、参
列
者
の
斉
唱
が

響
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
式
典
を
中

心
と
し
た
交
流
も
、今
年
で
27
年
目
。今
年

は
、
当
時
援
農
に
従
事
し
た
岩
手
県
洋
野

町
の
佐
々
木
幸
次
郎
さ
ん
か
ら
祝
辞
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

援農の碑（上）と式典に参列した皆さん（下）

弟子屈高校生徒会の皆さんから吉備津副町長に募金が

　

和
琴
小
学
校（
鳴
海
厚
校
長
）で
７
月
17

日「
ヒ
グ
マ
の
授
業
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
区
内
で
ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が
相
次

い
で
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
に
共
存
で
き

る
よ
う
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。講
師
は
野

生
動
物
教
育
研
究
室
Ｗ
Ｅ
Ｌ（
ウ
ェ
ル
）主

宰
の
橋
田
真
澄
さ
ん（
美
留
和
）。橋
田
さ
ん

は
、
北
海
道
大
学
ヒ
グ
マ
研
究
グ
ル
ー
プ

で
ヒ
グ
マ
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
方
で

す
。こ
の
日
は
、同
研
究
室
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ヒ
グ
マ
カ
ル
タ
や
ヒ
グ
マ
の
着
ぐ
る
み
、

ヒ
グ
マ
の
頭
が
い
骨
や
毛
皮
な
ど
を
使
っ

て
ヒ
グ
マ
の
生
態
や
特
徴
、
ヒ
グ
マ
に
遭

わ
な
い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど

に
つ
い
て
話
し
、
児
童
は
真
剣
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、く
っ
し
ゃ
ろ
講
座「
ヒ
グ
マ

が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」が
屈
斜
路
研
修

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、地
域
活
動
団
体「
チ
ー
ム
く
っ

し
ゃ
ろ
」（
斎
藤
敬
子
代
表
）が
地
域
へ
の
理

解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
開
催
し
て

い
る
も
の
で
今
回
で
２
回
目
。約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。初
め
に
役
場

農
林
課
職
員
が
ヒ
グ
マ
を
寄
せ
付

け
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
、釧
路
総
合
振

興
局
環
境
生
活
課
の
職
員
が
ヒ
グ

マ
の
映
像
を
使
っ
て
現
状
を
説
明

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、
前
述
の
橋
田

さ
ん
が
ヒ
グ
マ
の
生
態
に
つ
い
て

語
り
、参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
活

発
な
質
問
や
意
見
が
上
が
る
な
ど
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ヒグマへの理解を深めて

和琴小学校ヒグマの授業
チームくっしゃろによるくっしゃろ講座

ヒグマの頭がい骨に見入る参加者の皆さん

橋田さん（中央）の説明を聴きながら
ヒグマの毛皮に触れてみる子どもたち

色とりどりの安全旗で旗の波

德永町長に募金を手渡す弟子屈中学校生徒会の皆さん 　　　　　　　　　　�34

　弟子屈高校（木村浩
士校長）２年生の職場
実習が６月24・25の両
日、町内各事業所など
で行われました。
　役場でも４人が仕
事を体験。このうち、

清水皓太君、三浦翔君はまちづくり政策課で実習を行い、
広報の取材・原稿作成にも挑戦しました。
　右の援農の碑記念式の写真・記事は、清水君と三浦君が
撮影・作成したものです。

弟高生が職場実習
取
材
先
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

清
水
君（
左
）と
三
浦
君

広報てしかが 2015.8　　

川湯温泉街で飲酒運転根絶をＰＲ
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　社会を明るくする運動
強調月間の７月、保護司
や更正保護女性会などで
組織する実行委員会（実行
委員長・德永町長）の皆さ
んによるさまざまな啓発
活動が行われました。
　12日には摩周の里夏ま
つりの会場で啓発活動を

行ったほか、15日には、ＪＡ摩周湖前とフクハラ摩周店前で
買い物客にティッシュなどを手渡し、住みよいまちづくりへ
の理解と協力を呼び掛けました。また、町内小・中学校を訪問
し、子どもたちへノートとペンを贈りました。

みんなで住みよいまちづくりを

社会を明るくする運動の街頭啓発

　弟子屈地区防犯協
会連合会理事（川湯）の
作田幸久さん（64歳）と
同会代議員（弟子屈）の
奥田昭夫さん（79歳）が、
釧路方面防犯協会地

域安全功労者表彰を受賞しました。表彰式は、６月２日に釧
路市で開催された平成27年度釧路方面防犯協会連合会役員
会・定期総会で行われました。
　また、６月18日に札幌市で開催された平成27年度防犯功
労者表彰式で、弟子屈地区防犯協会連合会副会長（標茶）の鐙
谷隆行さん（77歳）と同（弟子屈）渡邊弘さん（79歳）が、北海道
防犯協会連合会功労者表彰を受賞しました。

地域の防犯活動に貢献

弟子屈地区防犯協会連合会の皆さんを表彰

　川湯・和琴・美留和・奥
春別小学校児童、川湯中
学校生徒・おひさま・川
湯保育園児によるジュ
ニアパークレンジャー

事業（同実行委員会主催）が６月29日、町内で行われました。
　国指定の特定外来種・オオハンゴンソウ（北米原産）の駆除
を通して、地域の自然環境保全や社会貢献活動への関心を高
めようというもので、今年で３回目です。子どもたちは、環境
省川湯自然保護官事務所や川湯エコミュージアムセンター
の職員、パークボランティアの皆さんから、オオハンゴンソ
ウと他の植物との区別の仕方について説明を受け、駆除に挑
戦。協力し合いながら、根本から引き抜いていました。

６月29日

外来種駆除通して環境保全学ぶ

児童・生徒によるジュニア・パーク・レンジャー

防
犯
協
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

を
報
告
す
る
受
賞
者
の
皆
さ
ん

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
を
駆
除

６月２・18日

　釧路・リバー
プロテクション
・21の会（上田
光夫会長）によ
るヤマメの稚
魚の放流が７
月13日、摩周温

泉公園の釧路川護岸で行われました。
　魚類資源の回復のために毎年行っているもので、釧路開
発建設部釧路河川事務所や町、会員など関係者約40人が参
加。弟子屈小学校（佐野哲哉校長）の２年生41人も招待され、ヤ
マメの稚魚2,200匹を放流しました。上田会長は「昔のように
ヤマメがいる川になってほしい」と話していました。

ふるさとの釧路川を豊かに

リバープロテクション・21の会がヤマメを放流
大
き
く
な
っ
て
ね
と
願
い
を
込
め
て

７月12・15日７月13日

　川湯エコミュージアムセ
ンターを運営している屈斜
路カルデラ自然ふれあい推
進協議会（会長・德永町長）を
中心とした関係機関の皆さ
んが６月25日、摩周岳登山
道の整備を行いました。

　毎年、初夏と秋の２回、登山道入り口から西別岳への分岐
点となる片道約5.6キロの間で行っています。この日参加し
た22人は４グループに分かれ、森林組合員が機械で刈った
ササを熊手で払っていきました。また、道上まで伸びた木の
枝を切ったり、標識周りの下草を刈る作業も行われ、歩きや
すい登山道となりました。次回は９月に行う予定です。

６月25日

皆さんが歩きやすい登山道に

摩周岳登山道でササ刈り
手
際
よ
く
作
業
を
進
め
る
皆
さ
ん

夏
ま
つ
り
会
場
で
啓
発（
上
）弟
小
へ
啓
発
品
贈
呈（
下
）

摩周の里 夏まつり
摩周の里 夏まつりが７月11、12の両日、役場前駐車場で開催されました。

同実行委員会が主催したもので、今年で５回目。町民有志の皆さんが中心

となって、多彩なイベントを企画しました。

11日はゲームやカラオケなどのイベントのほか、弟子屈小学校・弟子屈中

学校・弟子屈高校の吹奏楽、ＰＬバトントワラー弟子屈教室・Ｉ＆Ｍバト

ンスタジオ・アイランドバトンクラブの発表などが行われました。

12日は恒例となった第20回全道摩周玉入れ選手権大会が行われ、熱戦が

繰り広げられました。まつりの夜を彩る弟子屈音頭

第54回弟高祭が、７月11日から12日にかけて開催

されました。

今年のテーマは『団結』の意味を込めた「CONNECT」。

パレードや摩周の里夏まつりでのアトラクション

披露、各クラスごとに趣向を凝らしたホームルー

ムスペース、委員会や部活動の展示などが行われ

ました。

第54回弟高祭

37　広報てしかが 2015.8

真夏日にも負けない熱い戦い 華麗なバトン演技を披露 息の合った演奏で観客を魅了

力いっぱいかごを狙う チームごとに作戦を練って 子どもたちに大人気だった「ふわふわドーム」
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８月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎＝全面　○＝半面　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

金 火月日 木 金水火月日 土

水月 木 金 日土 木 金 日土水火月 月火
20

水土 土

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
日

火
１

◎

休 休

◎ 休 休

ビックリッキー杯ソフトバレーボール大会

今月の主な行事予定
１・２日
８日

釧路江南高校バスケットボール部
弟子屈高校女子バレーボール部

９日
サッカー教室（雨天時）16日

◎

○ 休

木
○

○ ◎ ◎

○
区　

分

釧
路
児
童
相
談
所
巡
回

児
童
相
談
を
開
催

　

釧
路
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回
児

童
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

巡
回
児
童
相
談
は
、
児
童
相
談
所

を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
の

児
童
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
助

言
や
指
導
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

日
時
／
10
月
１
日
㈭　

11
時
～
15

時
15
分

▼�

場
所
／
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー

▼�
内
容
／
心
身
の
発
達
相
談
と
発
達

検
査
な
ど
。

▼�

申
し
込
み
／
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
の
で
、
９
月
11
日
㈮
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
８

　

２
‐
３
０
９
３
ま
で
。

肝
炎
検
査
の
個
別
受
診

が
で
き
ま
す

　

町
で
は
、こ
れ
ま
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
の

肝
炎
検
査
を
し
た
こ
と
が
な
い
70
歳

７月６日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

未
満
の
方
を
対
象
に
、
肝
炎
検
査
の

個
別
受
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
方
法
や
金
額
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

３
５（
課
直
通
）ま
で
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
に

講
習
会
と
巡
回
相
談

▼�

日
時
／
９
月
26
日
㈯　

10
時
～
15

時
▼�

場
所
／
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
▼�

対
象
・
定
員
／
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
７
人

▼
内
容

�
パ
ソ
コ
ン
講
習
／
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
な
ど
の
基
本
操
作
の
習
得
。

か
ら
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

各
種
助
成
制
度
の
充
実
を
図
る
た

め
、
金
婚
式
等
長
期
結
婚
祝
品
の

贈
呈
は
今
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
し

た
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
こ
ど

も
課
社
会
福
祉
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
２
１（
課
直
通
）ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

�

／
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
17
時

▼�

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
８
月
21
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所
２
階
相
談
室

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
精
神
保
健
福
祉
係
☎
０
１
５

　

４

１
２
３
３（
代
表
）ま
で
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

員
養
成
講
座
を
開
催

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
員
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼�

期
日
／
10
月
３
日
㈯
、４
日
㈰
、10

日
㈯
、11
日
㈰
、17
日
㈯
、18
日
㈰
、

31
日
㈯
の
全
７
回

▼�

場
所
／
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　
（
札
幌
市
中
央
区
北
２
西
７
）

▼�

受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

と
し
て
約
４
千
円
が
別
途
必
要
）

▼
定
員
／
30
人
程
度

▼�

申
し
込
み
／
所
定
の
様
式
で
８
月
24

日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
一

般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
☎
０
１
１
‐
２
５
１
‐

１
５
１
１
ま
で
。

建
退
共
制
度
を
ご
存
じ

で
す
か

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
で

�今月の休館日
　（�３、４、10、11、17、
　�18、23、24、25、31日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

�小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３‐２０７２
８月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／２、９、16、30日　　　　　�14時～14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／５、７、⑫、14、⑲、21、、28日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／１、６、８、⑬、15、⑳、22、、29日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／５、12、19、26日　　　�10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／７、14、21、28日　　　　　�19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／１、２、８、９、15、16、22、29、30日

10時30分～11時15分

幼児水泳教室（幼児４～５歳）

　◇日時／２、９、16、30日　　　�10時30分～11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う１年生）

　◇日時／２、９、16、30日　　　　　�11時20分～正午

小学生水泳教室（初めて水泳を習う２～６年生）

　◇日時／１、８、15、22、29日　�10時30分～11時15分

フリー教室（町内在住の65歳未満の方）

　◇日時／６、７、13、14、20、21、27、28日

10時～正午

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／�１、２、５、６、７、８、９、12、13、14、

15、16、19、20、21、22、26、27、28、29、

30日　　　　　　　　　　　　　�15時～17時
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
／
坂
本
義

之�

氏（
Km
‐Pc
サ
ポ
ー
ト
））

�

巡
回
相
談（
就
業
相
談
員
が
対
応
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧

路
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４

２
４
０

　

�

１
ま
で
。

各
種
助
成
制
度
の
申
請

時
期
の
お
知
ら
せ

▼�

申
請
開
始
日

�

福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
／
11
月
２

日
㈪

�

高
齢
者
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
お

よ
び
燃
料
費
、
重
度
心
身
障
害
者

等
交
通
費
、水
道
料
金
、在
宅
介
護

者
等
家
族
介
護
用
品
／
４
月
１
日

働
く
方
の
福
祉
の
増
進
と
、
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

事
業
主
の
方
が
、
労
働
者
の
方
の
働

い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
労

働
者
の
方
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
、
建
退
共
か
ら
退

職
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
掛
金
の

一
部
が
助
成
さ
れ
る
ほ
か
、
税
法
上

の
優
遇
が
適
用
さ
れ
る
な
ど
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
北
海
道

支
部
☎
０
１
１
‐
２
６
１
‐
６
１

　

８
６
ま
で
。
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　今月の町税などの納期限は次のとおりで
す。納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税２期　　　　　　 ８月31日㈪
▶国民健康保険税３期　　　　８月31日㈪
▶後期高齢者医療保険料３期　８月31日㈪
▶介護保険料２期　　　　　　８月31日㈪

８月の町税などの納期限

夜間納税窓口を開設
　日中、仕事などで役場に来られない方の
ために、次の日程で『夜間納税窓口』を開設し
ます。ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／８月26日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶�開設場所
　役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先
　役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）
まで。

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

❑
匿
名　

様

　

▼
現
金　

50
万
円�

　

�

町
立
学
校
で
教
材
な
ど
の
整
備
に

使
用
し
て
ほ
し
い
。

❑
渡　

邊　

孝　

子　

様（
美
留
和
）

　

▼
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク　

14
枚

　

▼
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
シ
ン
グ
ル５

枚

　

▼
マ
イ
ク　

１
本

　

�

倖
和
園
の
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
で
使

用
し
て
ほ
し
い
。

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／８月３日㈪〜８月10日㈪（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／８月下旬〜９月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

入居者を募集します町 宅住営

24,300〜36,300円Ｈ９ ３ＬＤＫ １ 　　79.50㎡美留和団地（準耐火平屋建）
12,300〜17,800円Ｓ56 ３ＤＫ １ 　　63.71㎡南弟子屈団地（簡易耐火平屋建）
23,500〜35,100円Ｈ13 ２ＬＤＫ １ 　　70.90㎡（１階）※敷島団地（耐火２階建）

出張年金相談所を開設します！
★主催／釧路年金事務所
★日時／９月３日㈭　�10時30分〜14時（受け付けは13時30分まで）
★場所／町公民館
★予約受け付け／８月28日㈮まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先
　釧路年金事務所☎０１５４６０００（お客さま相談室）
　※�年金相談の予約をするためには、基礎年金番号をご確認の上、

釧路年金事務所へご連絡ください。後日、予約確認・添付書類な
どの連絡を行います。

８
ま
で
。

防
衛
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す

　

陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
で
は
、

防
衛
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

日
時
／
８
月
28
日
㈮　

13
時
10
分

～
16
時
30
分

▼�

場
所
／
釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　

大
ホ
ー
ル

▼�

内
容

�

基
調
講
演
／「
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
関
す
る
検

討
状
況
お
よ
び
防
災
対
策
」（
北
海

道
大
学
教
授
・
谷
岡
勇
市
朗
氏
）

「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
教
訓

お
よ
び
東
北
地
方
復
興
を
踏
ま
え

た
防
災
対
策
」（
宮
城
県
南
三
陸
町

長
・
佐
藤
仁
氏
）

毎月勤労統計調査特別調査を実施
　厚生労働省では、７月31日現在で常用労働者を１～４人雇用し
ている事業所を対象に、毎月勤労統計調査特別調査を実施します。
　対象となる事業所には、８月から９月にかけて統計調査員が訪
問しますので、ご回答をお願いします。

❑�問い合わせ先／北海道総合政策部情報統計局統計課労働統計グ
ループ☎０１１‐２０４‐５１４６まで。

�

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／

「
災
害
予
防
に
お
け
る
自
治
体
と

し
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
」「
救
援
活
動
に
あ
た
る
自
衛

隊
や
関
係
機
関
と
の
連
携
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
」

▼�

入
場
料
／
無
料

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
陸
上
自
衛
隊
北

部
方
面
総
監
部
総
務
広
報
室
☎
０

　

�

１
１
‐
５
１
１
‐
７
１
１
６　

内
線

２
３
２
１
ま
で
。

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
方
へ

　

税
関
で
は
、戦
後
、海
外
か
ら
引
き

揚
げ
て
き
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し

た
保
管
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。返
還
の
請
求
は
、ご
本
人
だ
け
で

は
な
く
、ご
家
族
で
も
で
き
ま
す
。お

気
付
き
の
方
は
、お
気
軽
に
最
寄
り
の

税
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
管
証
券
類

�

終
戦
後
、海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
方
が
、上
陸
地
の
税
関
や
海
運
局

に
預
け
た
通
貨
や
証
券
。

�

帰
国
前
に
、樺
太（
真
岡
、大
泊
、豊

栄
、
留
多
加
な
ど
）や
満
州（
瀋
陽
、

吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）に
あ
っ

た
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
の
う

ち
、日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

❑ 
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
税
関
支
署

統
括
監
視
官
☎
０
１
５
４

３
７

　

３
０
ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
８
月
30
日
㈰　

10
時
～
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森
ビ

ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
８
月
28
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

　

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、10
月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員

�

建
設
荷
役
者
車
両
運
転
科
・
20
人

�

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
・
15
人

▼
選
考
日
／
９
月
10
日
㈭

▼�
訓
練
期
間
／
10
月
１
日
㈭
～
３
月

29
日
㈫

▼�

費
用
／
１
万
５
千
円
程
度（
テ
キ

ス
ト
代
）

❑ 

申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４

１
２
０
１
ま
で
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
釧
路
訓
練

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４

５
９
３

26,100〜38,800円Ｈ13 ３ＬＤＫ １ 　　78.50㎡（２階）※敷島団地（耐火２階建）
30,000円Ｈ６ １ＬＤＫ １ 　　47.40㎡（３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）
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日 月 火 水 木 金 土

１

２３４５６７８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 2930 31

■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 親子遊び「和琴半
　島水遊び｣（10:00
　～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
　10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）

子 育 水郷公園であそぼ
　！（10:00～11:00）
　【雨天中止】

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）
催 し 弟子屈神社例大祭

【21日まで】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　9:30～11:30／
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～15:00）

子 育 湯の島公園であそ
　ぼ！（10:00～11:00）
　【雨天中止】
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
　14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放「０～１歳｣
　（子育て支援センター・
  9:30～11:30／14:00～
  16:30）
健
 康 健康相談（役場・10:00～）
健
 康
母子手帳交付（役場・10:00

  ～）

開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診（福
　祉センター・9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉セン
　ター・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」（福
　祉センター・14:30～）
税 務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
催 し 川湯神社例大祭

【29日まで】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放「０～１歳｣
　（子育て支援センター・9:30～
  11:30／14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役場・10:00～）
税 
務
町・道民税２期、国民健康保

　険税３期、後期高齢者医療保
　険料３期、介護保険料２期納
　期限

　
　
　
　
　 �

【
６
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

７
、８
１
６
人　
（　
　
　

�

14
）

　
　
　

男　

３
、６
９
７
人　
（　
　
　

�

４
）

　
　
　

女　

４
、１
１
９
人　
（　
　
　

�

10
）

●
世
帯
数　

３
、９
７
２
世
帯（　
　
　

�

２
）

　

横
山�

翔か
け
る大

ち
ゃ
ん�

男�

（
英
彦
）美
里
５

　

鴨
志
田�

勝し
ょ
う

生き

ち
ゃ
ん�
男�
（
敬
郷
）屈
斜
路

　

下
谷�

花か

音お
ん

ち
ゃ
ん�
女�
（
誠
）川
湯
温
泉
５

　

阿
部　

隆
行
さ
ん（
78
歳
）泉
１

　

小
本　

正
惠
さ
ん（
54
歳
）美
里
２

　

橘
田
フ
サ
子
さ
ん（
90
歳
）泉
２

　

工
藤
荒
次
郎
さ
ん（
94
歳
）

別
原
野

　

熊
谷　
　

繁
さ
ん（
87
歳
）高
栄
２

　

合
田　
　

豊
さ
ん（
67
歳
）鈴
蘭
５

　

進
藤　

洋
子
さ
ん（
53
歳
）朝
日
３

　

中
村　
　

勉
さ
ん（
83
歳
）川
湯
温
泉
５

　

藤
田　

松
美
さ
ん（
88
歳
）屈
斜
路

　

古
川　

良
子
さ
ん（
78
歳
）高
栄
３

　

松
田　

義
久
さ
ん（
68
歳
）美
里
６

　

村
尾　

光
子
さ
ん（
98
歳
）朝
日
３

▼
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
に
突
入
。毎

年
、夏
休
み
は
家
族
で
道
内
各
地
へ
キ
ャ

ン
プ
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
今
年
は
行
け
そ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
。子
ど
も
た
ち
は
連
日
、少
年
団
の
練

習
。子
ど
も
の
少
年
団
活
動
の
上
達
が

う
れ
し
い
反
面
、
家
族
で
出
か
け
る
機

会
が
減
っ
て
寂
し
い
で
す
ね
。（
渋
田
）

▼
諦
め
ず
に
頑
張
り
つ
づ
け
た
ら
夢
は

か
な
う
。努
力
は
裏
切
ら
な
い
。た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
に
喜
び
と

涙
を
も
ら
っ
た
、文
字
通
り
熱
い
７
月
で

し
た
。自
分
で
限
界
を
決
め
て
し
ま
う

の
は
簡
単
で
す
が
、
そ
う
せ
ず
に
さ
ら

に
高
み
を
目
指
す
姿
…
。大
人
も
見
習

わ
な
く
て
は
、と
思
い
ま
し
た
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生、お悔やみは、6/1～6/30に弟子屈町役場に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載してい
ます。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

　気温が高くなり、海や川、プールなどで遊ぶ機会も多くなると思います。
　合わせて、毎年、多くの方が水の事故で亡くなっています。警察庁が発表した2014年度中の水難事故は全国で1,305
件。死者・行方不明者は740人となっています。
　大切な命を守るため、次のことをしっかり守り、楽しい夏を過ごしましょう。

水の事故に注意!!

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

相
あい

田
だ

　逢
あ

琉
る

斗
と

�ちゃん 松
まつ

岡
おか

　煌
こう

祐
すけ

�ちゃん

●�●�●�水辺で遊ぶときは�●�●�●

１　幼い子から目を離さない。子どもだけで水辺で遊ばせない。
２　体調の悪いときや、お酒を飲んだときは泳がない。
３　気象状況に注意し、天候が悪化したときは泳がない。
４　水泳をするときは、準備体操をし、定期的に休憩をとる。
５　危険だと思われる場所や、遊泳禁止区域では泳がない。
６　できるだけ一人で泳がない。
７　�油断や不注意から事故に遭わないよう注意する。
　　（自分の力を過信しておぼれてしまう方や、手足に藻がからんで事故に遭われる方も少なくありません）
８　釣りをするときや、ボートなどで水辺へ行くときには、ライフジャケットなどを必ず着用する。


